
1

第'20號：識鷲搬悪霊醗澱

業Q

I

（主要記事）

第3回懸賞論文入選作品（一席〕
我が園林野行政の頑黙施策と

其の具現方簸について

× × ×

林業時事所感（造林に開する諸問題〕・……･……

中村．､田中雨先生の間伐論に對する批判‘･…･"･･

× × ×

潅水によるスギまき付苗の養成について･･･…･…”

香膿鵬物としての「リナロール樟」についで．…・

入荷材の品質管理･…････…･…････……･…･…･…．．”

×． × ×

木材と奈良交化〔關西支部總會特別講演〕｡:……

× × ×

互大な球と鎖による森林{膨隠．．…･･･…･…．．………

創立15周年を迦へた米國林業技術協曾……．．…

瀧川岩雄（1）

…中村畳太郎

･･･高村邦太郎
ヤ

･･･大橘・仲野

･･･白井彌榮

･･痩地健次郎

〔10）

(13〕

X20 、
Ｊ
、
Ｊ
１
ノ

０
５
８

⑫
⑫
⑫

.､松本橘重（29〕

C.1.E提供(12)

〃 〔31〕

一

－

献團法人日本林業技術協會1952年2月
一

一‐一コ



一

圖害 目 録 （昭和27年2月〕．．…………”
圏〒円

29横山・木下くりたまばち 70 8

3O伊藤清三縛霞林震物の霧給と栽鑛磯納'30'6
31 1ILI二楊-部牧野草と草生改良 100 8

林業普及叢書(林野鳶研究普及課編）

I‐■■ ●四口●■旬｡■口｡■申

蜘
日
ｕ
ｄ
ｄ
ｕ
Ｎ
Ｊ
』

林業技術叢書（日林協編）
輯
１
３

円千円

田中第二森林土木(林道の設計〕 130(岱即|20)16

藤村軍任日本森林査源の分析 55(貨貝50)8
kl ．森林の所有形態）

大崎六郎調氷組合の在り方 40 8
白井緬蕊植物の生理と接沐の蜜際 ’,0 ’6

（鱈員100)

藤村顧任日本森林賓源の分析 70 8
（江・産謙謝騒豊と森林責源） 〈曾員60）

田中波慈女森林の鍛境因子 ’00(禽閏90),6

岡崎文彬照査法の蜜態 80(禽侭70)16

片山佐又油桐と桐油 8C(|奮闘70)16

飯塚肇魚附林の研究 ，10(命風,00),6

｜

’

集
１
２
３

４
５
６
７
８
９
０１

仰木重臓施業案の話 ・ 10
原口亨たれの話 40

小野・松原く る 象 50

林業解読シリーズ(林業解説編集室編）

８
８
８

』

冊
”
廻
瓢
塑
妬
諏
記
調
認
詔
誕
詣
妬
諏
鎚
調
如
虹
蛇
鍵

吉良龍夫日本の森林鰐（改訂版）
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私達の森林
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郵料が値上されましたので掲記の通り夫を鍵更いたしました。
林業技術シリーズと林業普及叢番とを合し､28識より林業普及シリーズと改題されました。
100圓以下の御邊金は郵便切手でも差支へありません。
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序 節

山の極みから明けゆく光。

刺Iの子等。

限りなき愛と誠と

科學する心もて、

ただひとすじに、

美しき山をつくり上げよ。

繁榮なくしては佃物も生れてはこないし、山の繁繁は､森

林の成立している土地が、その保全を確保し『つつ、その生

産力を高め、護淋が國民經演及び國民生活に寄與しつつ、

その内容詣敵霧して行く畠とによつ‘てのみ得らるると信ず

るからである。

現下、祀國再建の途上に在って、私は政紫の貧困を嘆く

よりも、先づ爲すぺきことの餘りにも多きに混迷するので
〃

ある。されば、それが擁業の立場から眼く要請される政策

であろうとも、それがヨリ良き山の慧成を絶望に落さない

ならば、そこに若干の後退も安協も亦止むを得ないのでは

ないか。然し、それがこの大道に反するならば、断乎とし

て私達の主張を賛くべきである。これが私達の立つべき基
本的亜場であり、叉、後退を許さざ為一線でなければなら

ない。私は、いつ、いかなる場合にも、この雅太的立場を

堅持して行きたいと思うのである。斯くてこそ、雛展する
國家に鵬わしい林野行政が、踵く、正しく、確立すると信

ずるからである。

第二節林野行政の支柱（一）､

山は自然の力に依存することが多いとはいえ、これを自

然に放任しておいたのでは決してヨリ良き山にはならな

い。山を良くするのも、悪くするのも人間である。圃民の

--･人一人の限りなき山への愛情と誠渡と理解とが、ヨD良

き山にｻｰる原励力ではないだやうか。剛民としてその國土
を愛さないものは--3人もいない筈である。特に日本民族は

古来より自然を愛し、植樹の好きな國民であった。然るに

絡戦後の日本人は愛國心を失い、自然を愛することを忘れ

てしまったかの感が深い。こうした現没を直観するとき、

愛林思想の普及は簡獺のよう-GfXiま極めて悶雌な仕事であ
り、そこに多くの工夫と忍耐と努力とを必要とする。然か

も、國民の愛備と誠変と理解とが、ヨリ良き山;の造成の韮

蟠をなすことを思5とき、愛林思想の普及徹鐵こそ、先づ

採り暴く噂べき諏要課題でなければならない。

現下v愛林思想譜及徹底のために資施せられつつある施

策は、愛林日、維の羽毛の運動等、既に國民運動にま燈G發

忌旧

第一節林野行政の基盤

組園日本は發展する文化國家に新生しなければならな

い。故に、談展する交化國家に應わしい彬繼の確立こそ、

林野行政の出發であり、進路であり、目標であらねばなら

ぬ。即ち、それは國民經濟及び國民生活の發展向上に應え

るばかりでなく、林業經誉上の指導原則はいうに及ばず、

日本林業の特殊性及びその資態を無覗するものであっては

ならない｡惑淋は國土の一部である土地の上に成立し、國

民經濟及び國民生活と密蹄可分の關係あるが故に、これ
と淋離して林野行政を考えることはできない。然して、私

達は洪水に對する森林の敷用を過大評侭してはならない

し、森林舞源の永謹の保綴が蝿なる森林の淵海であっても

ならないし。調氷の公溢性をのみ強調することはできない

が､然し､關士保全j敷用を無覗し､收謹保綴の原則や損
益計算の理論を否定し、森林の持つ厚生の役割を軽硯する

ことは、林業そのものを否定するに等しかるべく,、更に、

日本林業の附頴牲や現黄の寶態を無覗しては、そこに發展

も合理性も認め得ないと思うのである。

然らば､發展する國家に艫わしい林野行政の目標をどこ

に求めたらいいのか。それは、z鳫凡な言葉であるが、ヨリ

良き山を鐙成ｻｰること歪あり、叉、その鎧成を可能にする

!もので欺ければならな､､と思うのである。即ち、林業政策

のことごとくは、國土の一昔昨ある土地と、その上に成立

す愚森林をヨリ良きものに造成することに蹄－し、この大

道を前進するものでなければならない。何となれば、山の
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瀧川 ：我が國林野行政の童謡施策と其の具現方策について
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展したものもあるが、概して低調といわねばなるまい。然

し、近時頻發する，籍によって、國民の山に對する關心は

急に昂まりつつあって、今こそ絶好の機會というべきであ

る。加之、斯かる施策はどんなにやっても剛やり過ぎると

いうことばないのであって、更に更にその徹底湿化を閏る

べきである｡然して、農山村民､森林所有者､木材業者等、

直接山腱關係する人舞の思想と行動とは、直接、山の消長

に温く影響する。されば、一日も早くヨリ良き山を造成す

るためには、閣民一般を對象とする施策の他に、之等の人

人に對しで、彼等の生活蜜態に即した別の方途が探られ､．

.mつ＄頑鮎が溌かれなければならないのではないだろうか

先づ､農山卿民であるが､彼等の生活は山に直結し彼等
は森林の偲謹造林伐出等の鍔側給源であって、彼等の思想

と行動とは直接山の消長に眠く影響する。反面、山の繁榮

は彼等の文化の向上と經濟發展の基礎でもある。然して彼

等は文化を欲し生くべき道の發見に苦しんでいるが、彼等

の交化は除りにも低く彼等の貧困は除bにも惨めである。

然かも彼等の文化と經濟に向上が無ければ眞に山への理解

も愛情も生れてはこないであろう。現在林野塵に於て寶施

中の農山村賓態調査は、斯かる砺鮎からも極めて適切なる

調査というを得ぺく、私達は斯かる基本的調査を通じて眞

に農山村民の文化の向上と經濟發展の這を一日も早く樹立

すべきであり、本調迩は更に大規模に推進すぺきである。

然し、現蟹の彼等の姿に接するとき、斯かる基本的調査に

もまして必要なのは啓蒙運動ではあるまいか。今日農山村

烏の多くはその日の生活に追われていて山に關心なく、況

んや自ら進んで山を理解せｽﾉとはしないと思うからである

啓蒙の手段は多い。新聞､ラジオ､映謹等更に積極的に利

用すべき庵ある。然し、私達は直接彼等の心情に呼びかけ

るべきではないだろうか。心と心との郷鬮によってのみ美

しい花は咲く。斯かる立脚職に立って､紅は如上の啓蒙運
動と併行して農村文化識座を國家的屍模に於て握力に資施

して見たい。それほ修練所式のものでもいい。短期の現地

開講でもいい｡兎に角､凡ゆる皐者､技術者､文化人を總
動員し、その人格と見識とを以て、彼等に魁當りして戴き

たいと思うのである。斯くて一日も早く彼等の山への愛情

と誠震と理解とを得たらんには、ヨリ良き山への希望はそ

れだけ早く確立し得ぺく、それはそのまま祀國再建の大道

にも通ずると思うのである。

次に、森林所有者と木材業者であるが、彼等は生活の基

盤を山に持つ人盈であって、山の蕊榮こそ自己の繁榮であ

ることを十分に自挺し、そこに相互の協力が自ら生れてこ

なければならない筈であるが、現溌は必ずしもそうなつ七

はいない。彼等は自己の狭い立場にのみこだわり、當面の

利益のみを追求して､彼等の生活の蕊盤たる山の繁築を握

一〔

求しようとはしないのである。然し､ヨリ良き山を叢成し、

彼等の繁榮を永遠に確保するためには、何とし筵も彼等を

結びつけなければならない。相互に食承合っている姿の綾

く限り日本の山は決して良くはならないであろう。日本の

山は彼等の奔意を許す程蝋かではなくなってしまったから

である。林材統合－それは過去に於て幾度か主張され企

倒されて來たが､常に失敗の迩綴Gあった。特に経戦後は

絶望に近い。今日僅かに國有林を通じてその一端を見得る

のみである。然し､永遼に林業の繁榮を維持するためには、

林材統合こそ一つの有力なる手段ではある蚕いか。これは

私の夢である。永久に魁観し得ざる夢かも知れない。然し

どうし迄も蜜現しなければならない夢である。私は木材業
者に山の入口に樹鯉塔を建てるだけのヒューマニティ－を

求めたい。森林所有者も轍に山を守るものの立場のみを考

えな･いで欲しいと思うの遇ある。然し、今日彼等を結びつ

ける方途の發見は極めて困難である。その方途の發見に私

は過去数年間迷いつづけてきた。然かも未だに發見できな

いでいるが、相反する二つのグループを結びつける這は、

彼等に共通なウイークポイントをつくことではないだろう

か。今日彼等に共通であって、然かも極めて重要にして身

近かな問題は金融蔭ある。故に、私は彼等を株主とし之に

國家の資金を加えて林業金庫を設立して見たいと思うので

ある。林業金融は林業の持つ特殊性の故に、低利であり、

長期でなければならない。彼等が市中銀行に依存する限り

彼等の大きい發展はな川､。從て、林業の大きい飛躍も期待

できないであろう。林業の特種性に合致し、目本林業の現

賓に即したる林業専間の金融は、假令林材統合の夢を震現

せずとも、必ずや彼等の繁榮を確立し日本林業發展の基礎

となるで班ろう。然かも林難庫は彼等を株主とする金庫
なるが故に、この金庫を靭雑として林材統合の第一歩が力

弧く前進したらんには、以て最大の喜びと3-ぺきである｡
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第三節林野行政の支柱（二）

‘愛林思想の普及と並立して軍要なるほ、林業技砺の向上

と普及である。雨者は車の雨輪の如きものであって林野行

政の基然を支える二本の柱である。然して､林業技術は低

調なりとよくいわれているが‘林業の後進性は林業ガ癬用
科學であるための宿命的姿であって、今日の林業稜磁界は

着々として戦時中の空白をとりもどしつつある。他面、普

及事業も絡戦後の機樅改革、技術普及員の全國的配置等に

よって、その面目を一新しつつありということができる。

然して、學の探究は無限大でなけれぼならない。研究の施
へ

設と經費に思い切った擴大を岡ると共に、技術者は自己の

溌威の碓立に最大の努力を識すべきである。

日本産業桐辰の一つの大きな原因は、専間家を尊重しな

）一2
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ろので透る。ここ挺現代の悲劇がありn政治の苦隣がある

の看あるが、終戦後の財閥解磯、挫地改革、勢働組合の結

成等一聯の措置は､これ凡て經濟献曾化の一手段であって、

私達が經濟の民主化を確立せんとするならば､凡ての政紫

は經濟の杜會化を指向し､近樹立さるべきものであろう。

果して然りとすれば､林業の良主化も亦献會化識旨向す
べきである。私達は各種の林業協同組合にその思想の一端

に鯛れることができるが、然し何といっても、現下の最大

問題ほ林野所有の問題ぞある。何となれば、ヨリ良き山の

造成は森林の生産力を漸進すること這あり､森林の生産力
は森林を所有ずることに於て最大の効果を發揮し得るとす

るなら鹿､少くとも、農地改瀬仁見られた思想は林野にも

考えて見る必要があるからである。然かも、農山村民の生

活を削餓て林野行政はなく、彼等の山への愛楕と誠蜜と理

解とが山の消長に狸く影欝することを思うとき、少くとも

林野整備は林業献曾化の一手段として將來解決しなければ

､ ならない課題ではないだろうか.､然して、現下、大森林所

有地の開放は果して林業の献愈化をもたらすだろうか。林

業の零細化は林業の総殊性の故にその進歩を阻害するであ

ろう。そこに林業の近代化も計盤性も失われることは、今

日の民有林が明かに識明するところである。反面、農山村

民にとって、薪淡と芝草の供総源の確保と彼等鯵餘剰勢力

の職場の發見とは絶對的の要請であるbされば、農業用林

は彼等に開放されて然るべきであり、農村工業は新らしく

再出發し、湿力に推進されなければならない。

然して、ここで問題になるのは、果して彼等が森林を所

有して、これを正しく經管し得るかどうかである。それは

殆んど絶望に近い。農山村民の窮乏は甚しく、林業に識す

る理解も亦極めて乏しいからである。勿論、私達は新秩序

の建設に怯儒であってはならないが、今日，林野を解放す

ることは錐らに混迷と棚剋を招くのみではないだろうか。

今日喧嘩を極めている東北地方の國有林の解放問題も、彼

等力嘘かばかりの森林と採草地を所有することと、薪炭原

木と採草を保證されつつ彼零の餘剰努力の職場を溌有林事

業に求めることと、その何れが幾山村民にとって幸頑であ

るかは遥かに鐵定できないと思うのである。加之､國有林

の管理經誉は國土の保全其の他公益を保持し、國民の輻祇

を圖ると共に、常に國民の意志を反映F3-べきことは、新し

い經誉規程が、巌に明示するところであって、國有林の存

在が農山村の祗曾化に反ｻｰるとは、何人も断言できないで

あろう。然かも、民有林になれば、山は直ぐに裸になって

しもうかも知れないのである。況んや世儲混迷の現下、そ

れが徒らに政鍛の具に供せられ、挫山村民の艤牲に於筵行

われないと誰が保證できるだろうか。林野整備－それは

民有林たると國有林たるとを問わず、國家百年の運命を賭

3〕－

いということではないだろうか。紘野行政に於亡も亦同識

である。林業獅厨者は、自己の天職として林業を選んだ巻

のなるが故に､常に研鍵と努力とを惜しまないであろう瀧、

自己が尊重されるためには先づ自己の朧威を作ることであ‐

り、そこに絶えざる人間追求の姿がなければならない。加

うるに、日本の山は複雑であり、森林は生ける有機魁であ

って、今日の科學だけでは解決し得ざる問題を多く持って

いる。之を解決し得るのは技術者の人間愛だけである。勝
は仁術なりの古語はそのまま林業にも通ずべく、そこにの

み林業技術の完成があるのであって､林業技術者は學の探

究雛醗も藤購鯨蕊駕鑑懸
必要である。然るに、現下の財政事情では國家溌算に依存

する限り、その大きを期待し得ないであろう。之を解決す．

るの這は第一に産業界の協力を得ることである。それは研

究機關への經濟的援助でもいい｡或は技術の公開でもいい。
そのために必要とするならば國家的顯彰の道を識ずべきで

あろう。第二は民間林業技術團鎧の狸化を間って、その瓶

動に挨つことである。これ等の團臘は第一級の技術者を擁
している。然し、その基礎さえ確立していないものも少く

ない現状である｡政府は之力鐵慰礎立と麹愛のために､幽
家的援助を惜んではならない。從来心林業試験の指導性は

官聴が還っていたのではなかったか。そこには一定の限界

があり、甑にその限界にきているので侭ないか。この限界

を破らなければ林業技術の犬きい飛躍は期し得ないであろ

う。それは産業界の協力と民間團禮の活動によってのみ達

し得ると思うのである。
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第四節林野行政の指標（一）

然し:亡凡ての政治的決定侭現蜜の正しい認識に雛いて決

定しなければならない｡赫野行政も亦迄の認識に基いて樹
へ

立さるべきである。されば、ここで國民經濟の指向に言及

し、以て材蛎行政第一の指標とすべき黙を明かにし、私の

立場を明かにルておこう。

戦後の國昆經濟は如何にあり､何を指向すべきだろうか。

それは占領軍の指令や錘書､又それに基く戦時統制立法復

員の跡を検討すれば自ら明かである。私達はそこに經濟に

於ける民主々義の確立という大方針を見出すことができ

る。經濟學の激ゆるところによれば、經濟の民主化には三

つの段階がある。即ち、第一段階は自由企業自由競争の段

階であり、鮒二段階は濁占磯との闘零の段階であり、第三

段階は大衆の生活を擁謹し、更に進んで企業並に産業の蓮

醤に大衆の意志を反映せしめんとする經濟杜曾化の段階で

ある。然かも、我國の經濟民主化侭斯かる三つの歴史的段

階を短期間の中に經過し、一鐙となって解決を迫られてい

－〔
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けた大事業である。斯かる基本的大事業は、日本睡濟がも

う少し安定し、國民の倫理がもう少し確立してから蒲手し

ても、決てて暹過ぎるということはない筈である。

第五節林野行政の指標(二）

然かも、私達はこの窮乏した日本經濟を一日も早く復興

し芯ければならない。ここに林野行政第二の指標があり、

林業の協調によって經濟國策の賓現を期すべきである。そ

のためには林業の立場にのみこだわってはならない。私が

鮪-節に於て、ヨリ良き山の遥成が絶望でない限り妥協も

後退も止むなしと主張したのは、こうした意味に外ならな

い。然して、今日經濟復興の基本國策とし､て、大きく政治

の面に採り上げられているものの中で、慨源開發、食綴増

産､繊＃I唾業の振興は､蓋し､日本經濟を耐から救う端
緒であり、國民生活向上のためにも必要なる雑木的經濟政

策であって、その何れも林業との協調が得られなければ、

之が圖滿なる發展は望象得ない。以下、之等蕊本圃策に對

する株業の立場に言及し､､以て林野行政第二の指漂とすべ
き黙を明かにし、更に漉の立場を明かにしよう。

第一に蹴源開發であるが、豊富にして低醗なる甑力の供

給は、日本産業振興の原動力であり、國民生活向上の基礎

でもある｡現下未開護の水力發電量は､常!#700"KW;G
あり、然かも、土砂の流出に依て年盈失われつつある電力

は6"KWに達す遥という。今日電源の維持開發が､大き

く政治の面に探り上げられるのは常然のことである。然し

て種電源の維持開發には土砂の流出を防』Eし.森林の保水作

用を浦度に利用しなければならない。それはそのまま森林

賓源の維持．風土保全の要請と合致する。然し、急迫せる

木材の濡給調節のためには，森林の開發こそ絶對的な要請

である，叉この小論の冒頭で述べた如く、私謹は森林賓源

の維持の渦にかくれて之を温存しておくべきではない。即

ち斯かる相反する二つの要請をどうして綱節していくかに

今日の林野行政の指標がなければならないと思うのであ

る。鯉也未利用林の開發をどうするか、保安林の取り扱い

方をどうするか､電漁地籍の森林の伐採随や伐採方法をど
うするか等問題は多い。然し、之が解決の道は唯一つであ

る。それは適正なる調氷計憲を一日も早く樹立し、この計

聲に基き、林業按術を最高度に發揮して之が經笹に常るこ

とである。森林開發と電源維持の相反すあ要請を溺盤し、

以て經濟復興に割砺-るの方途をこれ以外に發見するは、

蓋し耐'技というべきであゑう。

第二に食郷勵産であるが､近時食級事情の好卿に伴い、

鬮民の食澗に對する關心は著しく低下し、食轍墹産よりも

灯貨を幽恩して職入食溌に依るべしとの論もあるが、これ

は明かに行き過ぎた論で睦ないだろうか。特に、世界は第

一（

三次大戦の前夜の感が深い。γジアは蕊に動飢の渦中に在
る。もし不幸にして東南アジアが鐵のカーテンの中に匿く

されてしまったとしたら、食糧輪入のために排う轆姓は極

めて大きいといわねばなるまい｡勿論､耕地面職の搬大が
食綱聡産の唯一の道ではない。終戦後の林野開揃が行き過

ぎていたことも卒直に認めなければならない。叉、過去に

於ける無謀なる林内移民が、開拓者をドン底に落し、徒ら

に森林喪源を消耗し、土砂の流出を許している現状を忘れ

てはならない。即ち，林野開拓は國土保全、森林責源の立

場からも、更に填重な橡討を必要とするが、さればといっ

て、林業の立場にのみこだわって、麺溌曾産の意欲を抑制

してはならないと思うのである。むしろ、剃誰の秋極的な

協調によって、合理的な林野開拓を蜜現すべき婚は厳いだ

ろうか｡調氷識洲の窮乏唾しき今日､寸土の林地と錐も之
を放疑すべきでばないが掴眞に農業力城立し、風土保全に

支障がないならば、須らく舞也に開放さるべきである。そ

のために、私達が緬對的林地にまで後退しても、亦止むを

得ないのではないだろうか。

然して、食湿増産上林野の開拓にもましで重要なのは防

風林の造成である。特腫、東j(地方や北海道に於ては防風

林の造成こそ急務ではあるまいか｡從來この方面が案外等

閑硯されてはいなかったか。防風林が國家の直接の蜜任Iこ

於て合理的に管理さるべきこと、亦異論の餘地が版いとこ

ろであろう。

第三は繊維工業の振興であるが､紡績工業と製紙工業は

zP和産業の大宗であり、文化の向上、民生安定のためばか

りでなく、賀易振興のためにも峡くことのできない産業で

ある。然るに、パノ膿プ炎源は枯渇しつつあって、之が鴨給

調節は今や日本の承ならず、1I上界林業の意宴課題になって

いる。最近鯛物磁繊維が工業化され､繊維問題は將來別の
角度から椎討されるではあろうが，今日植物質繊維を無覗

してほ、パルプ問題は解決しない｡然かも、植物質繊維の

給源の大宗は木材.であ為。然して、現下の木材滞給､森林

費源の蜜腺森林經瞥の立場からすれば、パルプ識材は小

裡木で浦足すべきであり、然かも、それを短伐期の主伐に

求あることは、地力の維持職進のためにも避けなければな

らないことである。勿論､短伐姻施業腱於ても肥礁味の植

栽や潅水等によって地力を維持できるかも知れない。叉、

場所や樹種によってはパルプ備林として短伐期施業を許し

症もいいかも知れないs然し､それはあくまでも例外とし

てのみ認めらるべきものであって、鑑林地の除間伐木や末

木枝條等を滿度に利用することによって、パ'レプ盗材解決

の一手段とすべきである動勿論、こうしたものだけで、今

日のバルブ問題が解決するとは考えられないが､今日不採

算の故に、山に遥蕊されている除間伐木、末木枝條の利用

．〈毎;
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瀧川：我が國林野行政の重黙施策と其の具現方策について

ｲ&を圖るは､バﾙプ問題を離れても重要なことである｡そ
のためには搬出路の新設改良、運搬機器の改善等によって

搬出識の節域を蹴らなければならないが、それでも筒、不

採算のものに對しては、特殊偵格をパルプ業界に要請して

もいいのではないだろうか。今日のパルプ業界の採算から

すれば､それは決して無理な要諦ではない筈である。政府

も亦特別融費､運搬磯器の鰯亀､或は用途指定等の行政構

置を断行すべき.層ある。現下パルプ問題は、杭木との競合

の熟ならず、一般木材業界にも大きい波紋を投じつつあっ

て、政府としても之を獣過し得ざるべく、未利用費源の瓶

用は、今日の急辿せる木材需給棚節のためにも、重要なる

課題であるからであぉ。

以上､私は蹴源の開發､裳溌の増産､胤雛工業の振興に
ロ

對して、極めて弧く林業の協調を求めたが、それはこれら

の經濟政錐が日本經濟を破壊から救う重要政策直あり、林

業の象の立場からすれば、そこに相反する要諦を多分に含

んではいるが、お互の協調さえ失わされば、之が克服は可

能であり翻然か＄、林業人の瓶國愛と良識とは、必ずや雨

者の發溌を碓立し得ると信ずるからである。
Y

第六節林野徹攻の指標（三）

然して、私達は幟に日本林業の現蜜の姿を忘れては瀧ら

ない。それは林野行政の母繼であって、之を無覗すること

は日本林業を無覗するに等しく、そこに發展も希望もない

からである。以下，日永林業の総殊性に言及し､以て、林

野行政第三の指撰とすべき鮎を明かにし、更に私の立場を

明かにしよう。

職殊性の第一は溌林所有の型態である。森林面積25百

蔑町歩の中、私有林は約,3百蕊町歩であり、然かもその94

％蟻5町歩以下の零細森林所有者である｡然*､も彼等の大
部分は生壷力の筒い里山を所有し､森林資源妙培養木材需

給上極めて重要な役割を持っている。反面，その規模が小

さく11t"財産的色彩が眠',､ために、概して立派な森林が成

立しているが.そこに經誉の近代化も計篝性魯ないず従って

之等の森林の經瞥を合理化し、計蟹性を樹立して國民謹濟

に寄與せじめることこそ今日の課題でなけれぼならない。
‘

彼等の土地は國土の一部毛あﾛ､彼等の森識は公鐙性の
高い不動蕊であり、それから生ずる生産物{翻民經濟上永
遠に雌くことの燈きないものである。故に、彼等が森林を

所有することは、私達が洋服を所有し、蔑年筆を持つこと

とは詮く遮った所有の自疑を必要とし、彼等の所有瀧の行

使には彼等の奔意は許されないし、又、許すべき~“漱い

であろう。術に私が國土の上に成立する森林.と特に風土の

二字を冠したのも、叉森林といわずして山といったのも，，

斯かる主張を現わしたかったからである。反面、彼等の森

1 －（

林は彼等の所有物であって、その收益性を無覗してはなら

厳いし、公益艇先の名にかくれて、所有權に不當の制限を

加えてもならない。然らば、彼等をして森林所有者として

の正道を歩ましむる方途をどこに求めたらいい.のか。それ

は森林組合の弧化以外にはないと思うのである。

我國森林組合の歴史は古く、極めて順調な護展の過程に

在ったのであるが、絡戦後、狼制加入と經濟行爲とが禁止

され、今日組合は輪んど自暴自棄に落ち入ってしまった感

力鞭い。現下の慌勢下に於て、經濟行爲を鯛1て、組合の

護展を期するには極め･靭難ではある:5が､經濟行爲のぷ
が組合發展の唯F一･の手段ではない。むしろ、組合の經溌行

爲は明かに柵占臘にまで發展するであろうし、斯くてほ經

濟の枇曾化にも反し、經濟民主々義下に於ける眞の組合の

發展は期し得られないであろう。故に、森林組合は先づ現

在の混迷から、一日も早く脱却し、發展の大這に組合員を

集結すべきである。組合員猟互の協力と自覺とを喚起し、

組合迩誉の価に徴る役職員の心からなる情熱と、適切なる

政府の施策だに失わされば、ヨリ良き山の造成の大願目に

組合員を集結することば決して絶望ではない。叉、そこに

のみ組合發展の大道があり、それはそのまま森林所有者の

繁榮に通ずるであろう。

リ鋤&性の蕊二は、日本は毎年庭風の進路に極り、雨鐘多

く、山岳は概して急峻であり、基岩の脆弱な地帯が多いこ

とである。それだけに、治山治水力汎てに俊先し、森林計

懇、林野開拓､保安林等に特別の考慮を郷わなければなら

ない。今日荒溌せる森林は約27蔑町歩に及び、然かも荒

溌地に移行しつつあるも,の、或は、未調査のもの、敷淋以
外の土地まで昏僻すれば、その面積と被害とは蓋し莫大な

ものになるであろう。今日、保安林制度の披充と溌山事業

の眼力なる溌施とが急務であり、治山治水行政が他の林業

政策に優位することも自ら明かなことである。

保安林の盤倣縦充に就いては、託艇論議の歓地なく、今

日はただその狸力なる蜜施を侯つの承である。いうまでも

なく、森林が保安の目的を達するためには、先づ健全でな

ければならない。それには高度の技術と細心なる施業を必

要とす為｡所有樅の行使にも制限を加えなければならな､､。

森林以外の工作物も必漢である。従って、之を佃人の黄任

に委せても、その蕊全を期することは蓋し困難である。即
ち、剛士保全上必要なる森林にして、管理經誉上特別の考

慮を必要とする森林は、之を國有に移して、管理の完壁を

期すべきである。もし、國家財政上、之難の森林を國家で

買上げること灼熱されないとするならば､少くとも､宮行
管理を蹴行すべき遇あろう。

治山治水事業は、近時頻發する災害によって，その面目
を一新しつつあるが、未だ十分と催いい蝿､･治山治水事

‐
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瀧川 ：我が國林野行政の重黙施策と其の具現方策について

業は単位常りの經蛮が多額であり、國家財政窮乏甚しき今

日、之が負擢は容易なこではなく、現状の髪まで推移すれ

ば、縫いに國民はその負擴に耐え得なくなるかも知れない

のである。然かも、今日復藺を急ぐ・荒陵地臓餘りにも多過

ぎるのであって、私達は先づ最少の經蜜を以て最大の敷果

を蕊げるべく、その資施方法を改善氷ることこそ急務であ

る。それには技術の向上、作業の能率ｲ跨個をの問題の外

に、綜合討議の下に計識的に事業を鰯､することが、絶對

的に必要ではあるまいか。今日の治山行政と河川行政とに

大きい食い遜いはないか。直誉、助成の二本立ての渡施方

法に無駄はないか｡.､ここに深い反省がなければならない。

現下治水行政の一元化が嘘く主張され、農林建設禰省は、

夫盈の立場に於てその統合を主張しているが、行政組織の

一うこ化には叉別の不合理を伴うものであり、常に立祇に成

果するとはいえない。今日必要なのは、綜合計謹の下に計

謹的に事業を溌施することであって、それには行政箭蝿の

一元化なくとも，両者の協澗ざえあれば、十分にその目的

を達し得ると思うのである。然かも、治山の這力轆立せず

して､治水の道はなく、合理的なる森林計諜と管理經桜な

くしては、脇じ･て治水の道は確立するものではない。勿論

洪水に對しては森林も堤防も堪堤も夫ぞその防ぎ得る限慶

があり、綜合計挑の下に鐙成された潅水地帯とか､工作物

とか力泌要であって、森林の難がオールマイテイではない

が、然し､何といっても、治山こそ治水の根本であって,綜

合治山治水計撫の下に､計議的に治山事業を國家の直誉と
して資施してこそ､その完壁を期し得ると思うのである｡今

日治山事業を林野寵の所管から分潮壁んとずる主張がある

泌私は如上の理由からも獣乎として反對せざるを得ない。

艤珠性の第三は、景勝地に富む山岳地帯が多いことであ

る。山紫水明は日本の誇りであり、自然を愛することは日

本民族の美風であって、斯かる最勝地は林業上多少の犠牲

を排っても、國民の魁位向上、傭操純化のために開放さる

べきである。それは、獺光日本の國策にも副い､世界の人

人を誘致して民族融和､外貨礎得の有力なる手段ともなる

看あろう。然かも〕斯かる施設を通じて繭國民の山に對す

る愛情と理解とを深め得るなら↓蚤林業上の多少の鐡牲な

どは問題にならないと思うのである。

日本の國立公園運動は明治44年に起源し、由來幾多の

經緯を經たが、今日21の國立公園の指定を見ている。然

かも、､山岳を含まない國立公園はないのであって、この外

山岳景勝地は全國到るところにあるが、今日その施設の見

るべきもの極めて少なく、唯徒らに、心なぎ人誉のために

日を追うて荒臓しつつある現状である。果してこれでいい

のか』私達はここに深い關心がなければならない。この天

與の財擁を捨て去ることなく、圃民文化の淵床として、闘

民保健、猜操細Eの母篭として、山を科學する資醗蕊とし

て、民族融和、外貨獲繧の舞臺として、文化國家に應わし

し施設と管理の徹底を期し、併せて林野行政の新らしい分

野を開拓う-べきである。もし現下の園家財.政上許されない

とするならば一一それは極めて近覗眼的主張であって、私

の到底承服し得ざるところであるが、民間炎本の投入を穣

榔的にI刷るべきである。私達に熱意と努力さえあるならば

それは決じて絶望では睡い筈で泌為。又、他め産業と競合

するが故に許されないとするならば－勿論､私は他の産

業､特に林業に於て全く相反した面を持つことを認めるが、

爾者の協洲と特別な管理がそこに行われるならば、必ずや

雨者の雨立を期し得秘思5のである。

特殊性の第四は森林資源の窮乏である。今日森林賓源と

して考えられているものは、總蓄積60億滴であり、この

中、利用可能蓄積憾醗開發のもの3343百蔑瓶､未開談の、

もの1573百萬漏であり、生長量は既開發91百蔑石、未

開蕊26百蔑石である。然るに、今日必要とする木材の需

要蛍は25千蕊石餘であって、生長量の2倍弧、然かも伐

採が既開發に集中されている結果､約3倍の過伐であって、

このままで推移すれば、数十年を出でずしで日本の山は裸

になってしもうという－艫の緒論がでてくる。然かも、木

材需給上必要なのは、需要部門別用謝嗣.の供給源としての

樹種別蓄穣と、その伐採可能量であって、更に細かい計算

の基礎に立つならば､森林査源の窮乏(3漢に更に急迫した

ものになるであろう。森林資源の蜜態"Wrくの如く貧しき

ものとするならば、外材輸入の多きを期待し得ざる今日、

私達は全力を議して之が克服の方途を發見しなければなら

ない。以下、之が具鎧策の若干に言及しよう。

第一は奥地林の開發である。急漣せる木材需要を緩和す

る方途の一つとして、今日奥地林の開發力祗く主張されて

いるが、賀際、戦時戦後の伐採は里山に集中され、特に里

山の大部分は民有林毛あって、戦前から無計識に植伐され

ていた關係もあり、その資態は林野統計が示す以上に荒溌

し、無秩序にもなっているであろう。從って、里山を休養

してその荒慶を醤し、秩序ずけんとするのは、日本林業復

興のためにも、將來の木材需給確立のためにも、極めて適

切なる措置である。それだけに今日奥地林が大きくクロー

ズアップされてくるのであるが､奥地林は主として凝葉樹

であって、産業の原材料としての償値は未だ十分とはいえ

ない。加うるに、之が開發には多額の經蟹と塒殊蔽施設を

必要とし、跡地の更新＆亦極めて困難である。今日、産業

の原材料として大きく不足しているのは針紫樹であり、そ

れだけに、針葉樹への鱒換と之が利用の開發は急務である

が、それには産業総鐙の鍵更と木材利用の潅渉とが前提と

ならなければならない。然かも、産業梛磯の鍵更も木材利

〕－
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瀧川 ：我が図林野行政の軍熱施策と其の具現方策について
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のﾑI畠分し”削待できないことは、深く反省されなければな

らないことである。日本の氣候條件は樹木の生長に蕊欽か

ない筈である。雨量も十分であり、陽光に不足はない。こ

れだけの條件に悪ぐまれている森林から4m3の生長量を

期待することは、決して無謀な期待ではない筈である。蕊

は誉林署長時代，山に入ったら先づ第一に、どうしたらこ

の造林地の生長量を、2倍にすることができる力遼考えな

がら､山を見るべきであると、常に署員を指導してきたが、

今日に至るも、この考えを捨て切れないで1',る･私達は、

一本の蕊切り、一本の暴れ木の除去が、どんなに力惑林全

臘の生長蛍を増加するかに､思いを新らたにすべきである。

兎に角､遥林奨勵費として多額画補助金が支出される位な

ら、その一部は、斯かる森林の改良事業や撫育事業に支出

して生長蛍の墹加のため雁聲途されて然るべきであろう。

第三は林這事業の蛾充である。日本の山は規模力s小さく

地形も亦急峻複雑であって､一事業地からの年間伐出量は、

鐙林技術上の要諦もあって、自ら制限されることとなり、

從って、既設の林道ば、規模も小さく、施設も貧弱なもの

力参い。然し、伐出愛の8割までは運搬費であり、山を買

う者は蓮を買えとまでいわれているくらいであって､林道

の開設と餓設林道の改良は、それだけ、山全磯の'隠値を畢

げ、作業の効率、利用の集約度を昂めることになり、ここ

に私達は深い關心がなければならない。特に、既設林遁の

路面、カーブ、勾配等の改良さや橋梁の補狸は、運搬磯器の

改善と棚俟って、比較的劉安な經費を以て、著しく運搬効
率を燗狼することとなり、戦時戦後補修工事の顧みられな

かった今日、林道の新設以上に多くの關心が排われで然る
べきであろう。他面、それは事故防止ともなり、利すると

ころ極めて大きいといわねばならぬ。

然じて、林道は個雄の伐湿を對象とせず、一流域全般の

綜合開發を前提として企聲さるべきものである。郡ち、林

道網を系統立て、施設の充賓を圏り、他の産業とも關聯せ

しめて、林道計謹を樹立することが、現下の急務であり、

そのためには林這行政を一元化し、少くとも幹線林道臓之

を國菅にすべきであろう。今日、助成事業には色煮な批測
があるが、その凡てを否定し得ざるところに問題があるば

かりでなく、從来の在り方では、施設の十分な無駄のない

然かも他の産業にも利用できる林道の開設は不可能である

からである。特に、奥地林の開發に伴い、林道事業ほ今後

急速に披充しなければならないのであって、今こそ、林畷

聴に林這課を新設し、之が飛躍的發展を翻すべきである。

第四は利用の合理化と消裁の節約である。この乏しい査
源の利用が合理化され、消費の節約を圖るべきほ．今更議

論の餘地はない。今日、林野薦を中心として、才材の利用
合理化励消灘節約の運動が推進されんとし､tlu ,るか腱開く

用の發逵も急速に解決できるものではない｡他面､奥糊＊
に分布する樹種は大部分ブナであって、蕊一その取扱い方

に失敗せんか、折角の國家養源も腐朽菌と穿孔虫の餌料と

なり、跡地は根曲竹の叢林と化し去るであろう。特に木材

,償格の低い今日、奥地林の開發の名にかくれて、そこに奪

鵬伐採の行われる可能性は極めて大きいといわねばなるま

い｡高度の技術と亘額の經蟹と砿重なる計謹と適切なる經

管者とを得ない限り、之が完全なる開發はできないであろ

う。然かも、今日利用可能にして未開發の蓄戟は157千萬

石餘であって、利用の立場から、み之を見れば、誠に大き

い魅力といわねばならない。叉、之が正しく開發されるな

らば、林業の發展に黄するもの蓋し大きいものがあるであ

ろう。以上の郵即識に立つならば、奥地林の開發は職種的

でなければならないが、その場所と方法とは極めて慨重た

るを要し、常に、ヨリ良き山の鑑成が可能であることが、

その前提とならなければならないと思うのである。もし、

互額の經費を必要とし、跡地の更新に不安があるような簡

所であるならば、むしろ、他に需給調節の道を求むくきで

あ#】､之が開發は最後に許されたる活路とすべきであろう。

第二は造林汎行婚ある。由来日本民族は樋樹詮好み、鐙

林の歴史は古い。然るに、近時木材の需要珊加に伴い、過

伐鋤伐相縦き､特に戦時中は全く謝氷は顧みられなかった。

現在、要造林面赦は約150蔑町歩に達し、全林野面職の6

％が徒らに土砂を流出し、荊鰊の跳梁に委されている妙、

ふ恐るべき斑伏である。禦國鎧林の必要なる今日より即な

るの秋はない。然して、今日、踏林5ケ4調撫の樹立、磯

林臨時措祇法の制定等､紫國篭林の態勢は蒲盈として進行

しつつあり、國民も亦深い關心を寄せつつあぁが、政治經

濟の不安定、勢金の高雌、開拓熱業の思惑等によつ､亡、現
賞は必ずしも所期の目標に達してばいない。鐙林奨脳揃助

金の改正、優良種苗の供給、鯛WIの確立、萩林火災保険の

砿充､，藷補悩等､今後にのこされた問題は多いが､就中

林分の撫育並侭改良事業は、緊急賞施すべき事業ではある

まいか．戦時戦後を通じ、撫育手遅れ、或は班往の遥林方

法篭誤ったために、不成縦遥林地になったまま放祇されて

いるもの緯、蓋し葵大なものである。これらの不成讃鑑林

地、撫育手遅地、無手入の天然生林等に人工を加えて、生

長量の増加と林位の向上を固るのは、植林と淵俟って、R

本森林復興の根幹である。蓋し、現在の生長穀の2倍の生

長量を期待し得れば、利用の合理化と相俟って、將來、木

材の自給自足も決して絶整ではないからである。現在日本

森林の持つ生長量は、僅かに2m3角外であって、ドイツ

の半分に過ぎない。勿論、之が原因の凡てを造林にのみ蹄

するごとはできないが、これだけの陽光と雨粒に悪ぐまれ

た日本の森林の生長鐙が、遙かに高綿度に在るドイツ森林
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が、いささか遅過ぎたの恨なしとしない。然して、斯かる

國民の日常生活と密接な畷係のある問題は、単なる一片の

合瑠上要綱、或は用錨旨定､使用制限等の法律だげでは、
■

決して脆削の目的を達するものではない。どうしても、國

民運動と併行して、經濟方則を利用した方法でなければ、

籏際の效果は翠がらないであろう。斯る翻鮎からも、私達

は木材の代替品に深い闘箇を持つべきであり、且つ又､木

材慣絡を高位に保つべきではないだろウか。箪的にいうな

らば､木材の艇絡さえ高く維持できれば、自ら無駄はなく

なるとさえいい得るのであって、木材の適正なる償絡を維

持することは、木材の利用合理化､淌饗節約の有敷なる一

手段となるであろう。今日木材似幡が他の物債に比して低

位に在ることは、物侭指欺からも断言できることである。

現在木材の適正彼桁として､潤最総公定慨絡の約3倍9級
が考えられているよう遇あるが、兎に角、適正なる木材慣

絡を維持することは、如上の目的を離れても、林業が壷業

として成立する基本線であり、今日幾多林政上の問題を解

決する鍵ともいえるのではあるま'いか｡然かも木材憤絡は

直接國民生活に影轡するが故に、,慨絡政策は極めて恨重で

なければならない｡斯かる捌黙からも國有林の使命は賞唱
重大だと思うのである｡木材の需給綱節に一つの大きい使

命を負う國有林は、木材彼絡の面に於ても亦霞大なる使命

を持つからである。

第五は森林保護政策の搬充である。從來、保護政策は最

も等閑硯されてはいなかったか。特に、今日最も電要覗割‐

べきは森林火災とアカマツの穿孔虫に對する施策であろう

林畷火災は毎年被害面頼4蕊町歩に達し、然かも、年盈

歳共、同じ災害を繰り返している現状である。今日行われ

つつある各種の豫防手段は、更纒更にその徹底を期すべき

でああ。失火罪は更に寛罪に虚すべきであろう。火入は原

則的に禁止しなければならない。ポスダーや映謹等による

宣縛は一層躯化すべきである。其の他防火演習、防火器具

の整備、防火線、見張小屋、森林電話の搬充等に國家的援

助溌與うべきである。兎に角、私達は凡ゆ為手段を議して

も山火事のない日本にしなければならないと思うのである

アカマツの穿孔虫の被誓も被筈面秋116千町歩に達し、

いつ果てるとも知れない謝伏である。一般に､"虫善は氣候

條件に麦醜され鵬除が困難であ為が、特にアカマツの穿孔

虫は、その種類が多いだけに鐙も困難なものである。然し

何とし‘ても絶滅しなければならない害虫である。伐根、皮

駕駕慰欝蛮繍蹴:蕊垂欝
今にして抜本的の施策なくんぱ、総いに南日本のマツは全

滅して‘しもうかも知れないのであって、今日既にその許さ

ｵ1得る限りの線まで來でいるのではないだろうか。

我が園林野行政の重鮎施紫と其の具現方策について
一一一一

一一一一

以上曾私は五項目に豆って森林喪源の窮乏を救う施策を

述べたが、この他外材の輸入、木材科學の振興、代替品の

發見、溌制の改革等打つべき手段は多い。然し、敗戦の結

果、朝鮮、台湾、樺太の森林を失い外材轆入の多きを期待

し得ざる今日、激増する木材の需要を充し、この窮乏した

森林を復興するの這は、窮極に於て統制の方向に進まざる

を得ないということではないだろうか。然かも、統制の基

盤は終戦と同時に吹き飛んでしまった。叉戦時統制の失敗

から國民は統制に協力しないであろうし、零鯲fの政治情勢

も就曾情勢も統制を許さないであろう。縦に、今日直ちに

緬削に入ることは､唯徒らに混飢を招くのみであって､之
が具現は將來の政潰情勢が之を決定するまで待つべきであ

るとしても、窮極に於て繊削が日本林業を復興し、R本經
濟を再建し、國民大衆を救う遁であるとﾂｰるならば、少く

とも之が準備に着手すべき時期だと思うのである。規格の
， J

統一、検査の溌施等爲すべき仕事は多い。就中統計の確備

と森林計聲の樹立とは、蕊難を克服して詮の完成を急ぐ・べ

きであろう。それは統制の難本的指針となるばかりでなく

林業政策樹立のためにも賀意なる養料となるからである。

統計は政治行政の瞭蕊であり、砒曾の鏡であるといわれ

ているが､林業統計は調査の對象が雛りに危大であり、項

目が複雑であるたあに、その精度が極めて低く、部分的に

は正確であっても、全麓的の信頼度は極めて低い。むしろ

単的にいえぼ、調査の方向さえ未だ決定していないという

のが、林業統計の侭わらざる麓傭であろう。從來の如く、

統計資料が政策資現に都合のいいように竹製されている限

り、正しも､政策侭樹立できないと思うのである。統計力敏

治行政から濁立し､その作\の過程に於て行政的利害によ
って左右されることなく、政治行政の必要に噸じてその緬

蚕項目が決定され、その諭査の結果が直ちに政治行政に有

敷に活用されてこそ、始めて統計は生きてく為のである。

ここに關係者の深い自礎と正しい認識がなければな,らな

い。特に、搾糖統計に於ては噺その没態が如上の如くであ

るとまれば、先づ、調養機關の充疫を掴り、柵琵綱目と方

向とを決定し、以て､林業統計の撤威を雛立すべきである。

政府は國家百年のためにも、之力職弊を借んではならない

森林計叢は新しい森林法によつ､亡決定したばかりであ

る。林業の立場からの蕊之を見れば、そこに大きい不瀧が

あろうとも、その立法の精祁が歪められることなく、礎行

できるように、最大の努力をすることこそ、今日の槻僻行

政の在るべき姿であろう。私達は新しい森林法を前にして

嚴砺に考えなければならない。私達は過去に於ける施業案

が、生産力の保綾ベース篭で伐採雛を引き下げんとした計

篝と資行とが、総りにも大きく背I戦していたことを認め、

そこに深い反省がなければならないと思うのである。駆挺
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瀧川：我が園林野行政の重職施策と其の具現方策について

叉、林産物の過少供給によって､他の産業を大巾に嘩迫し、 今日の行政機構は極めて分化されているたあに、相互の遜
國民生活を大きく震骸することを避けるために、伐採量は 絡協調を賊き、その結果、それ自鎧が十分なる敷果を畢伊
如何鯵かろうとも、造林面穣さえ之と均衡するならば差 得ないばかりで脆く、全臘として動かない場合すらある。
支えないとする誤れる植伐均樋の思想が、如何に日本林業 從って、地方願も出先機關も、斯かる弊害を除かない限り
を害ねたかをも深く反省じなければならないと思うのであ 政策の綜合調整機關とはなり得ないであろう。特に今日の
る。ここに私達の深い反省があるならば､雪ﾘ良き山を造 行政腫捌は壷業行政を基礎として睡訓されたものでなく、
成せんとする－即ち、合理的なる森林蓄澱を保持じ、之 從って、壷築行政単位としては、不都合の面を多分にもつ
に依て將來の生産を保持し、國土保全の蜜を難げ、國土の ている。日本の産業職遥は一つの河川を中心として組みた
機能を昂めんとする森林言職は、他の産業を腫遁すること てられ､文化も河llに沿うてその傳統力硫れている。特に
なく、叉國民の生活を震該命ることもなく、必ずや具現し 林業は土地産業なるが故に、河川を離れて林野行政を考え

I得るであろう。 ることは無難である。即ち、林野行政のことごとくは、先
づ主要河)I附鰔を一躍位として企饗され、次に、自然、經

維 節 濟､文化等密接な關係あるものの集合腿毎に綜合調盤され

さ.て、私はいよいよ結論を出すべき段階に到達した。私 更に全圃的に統一され、且つ、之が具現の方途が樹立さる
ほ林野行政の前進すべき大道は、ヨリ良き山を造成するこ べきものであろう。
とであるとの儒念に基いて、私の思想と之力$具現の方途に 以上の立脚黙に立って、私は主要河川流域を-蝿位とし

就いて述ぺた。即ち､林野行政の基本となるものは､愛林 て委員曾を設立し、林野行政の企謹､調耀､並に之が具現
思想と林業技術の二つであり、之が具現は常に林業の就曾 の方途を策定する機關たらしめたいと思うのである。委員
化を指標とすべきであると主張した。斯くて、私は人為の 曾臓今圖の行政腫劃に雌闘係なる熱毛、町村や府縣の産業
愛と誠と科雛する心を求め、林材統合の夢を掴い、森林所 振興委員曾と異なり、經濟計謹を企識する鮎で、國土綜合
有者の正Lい倫理の確立と木材業者の人間愛を求めた。林 開發委員會とも異なるものである。然して、その数は全國
業金庫の設立も、森林組合の湿化も、この夢を蜜現せんと で160内外になろうかと思う。之を九州、凹國、中國、遜
する悲願であり、その必要を痛感しつつも林晦整備を時期 識東海、北陸､關東、東北、北海道の9地腫に集合し、
尚早と徴定し、國有林の解放に反對したのもこのためで恥 更に全圃的に統合する。委員の構成は各産業の官爵代表潜
る。然かも、私達は何をおいても、この敗残の租國を破滅 を以て組織し、上級委員曾は~Iを級委員徴の長を以て組織j-

る。その任務は國土の開發と産業立地の乳鍾副睦圏らんとから救わなければならないのであって､林業人である謹が、

鰯源の開發､食湿の増産､繊維工業の振興に、林業の協洲 するものでなく、あくまでも、現蜜の産業瀧造と國民經濟
を狸く求めたのも、このI踊湖がなければ日本經濟繊の端 を基礎として､その發展に必要なる行政を企識調盤し､ .IL
緒をつかむことはできない。延いては林業の發展も期し得 つ、之が具現m方途を樹立することを本務とする。従って
ないと信じたからである。更に、私は祁國再建､林業復興 その決定は産業振興委員曾や國士綜合開發委員會と密接な
のために、林業統計の瀧威の確立と森材謝識樹立の念務な 關係を保持しつつ、地方聴或は出先機棚を通じて賓施され
るを主張し、窮乏せる森林を醤すべき方途の蓋干に言及し なければならない。即ち、委員會？決定は、地方箙及び出
た｡この他､ｵ野行政上探り蕊く懇べき課題は数限りなく多 先機闘の行政を十分に援助するものであると同時に､之等
かるべく、之等の政策の中から、何を以てか重黙的施策と 機關の長は、之を自己の行政の中に採澤しなければならな
なし、如何にして之を具現するか、卸ち、瀬熟的に麓施す い。もし採澤し得ざる場合は、當然その理由が委員會の了
べき施紫を企蟹調整し、且つ、之が具現の方途を決定すべ 解するところとならなければならないである.う･
き機關をどこに求めるかが、最後にのこされた課題であり 斯くて、一主要河ll流域を一達業行政単位とし、その随
叉この小論の結論でもなければならない。 域の産業の發展とそこに棲む人糞の文化の向上と經濟の謹

然して、之力嬢踊として考え得るものは、地方臆或は政 展に必要海る施策が採り上げられ、凡ての産業の代表渚の
、府直轄の出先磯關である。何となれば、林業政策の策定は 討議に附議せられ、その結果力喧ちに行政の面に採用せら
全國的覗野に於て爲ずぺきものであるとしても、地方の女 るるならば､眞艇大地腱根を張った生ける林野行政が､凡
化や産業織遥等によって､その重要度は著しく異なるべく、 ゆる産業行政と調和してその順位を誤ることなく、凡ての
それは、第一に地方の賓愉に即し、第二に他の産業と調和 人盈の納得の上に力弧く蛮施される雁至るであろう。斯く
し、その綜合企懲の｣息に筏現し、第三に剛民啄協力渤鵯ら てこそ談展する郵上國家に應わしい林野行政力擁立し日本
れるものでなければならないと信ずるからである。然るに 林業は蕊光の彼岸に達す;ることが歪きると思うのである。
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／ り、これを今後どう扱うかは重大問題である。スギ天然生
美林の一部は鐸伐仇業林として將来も優良大狸木の生産に
努力すべきであろうが、他の大部分は皆伐作業林とし，伐
採面は､燈林成績に及ぼす犬面積皆伐の悪影響が甚だしく
ない限り、礎い方が有利宿あると考える。厳お秋田地方の

スギ及び北海道の主要樹種は幼壯時の成長力悪く、老齢に
なって力玲の成長がさかんである。木曾のヒノキ林は澤伐
作業として施業し、小面菰の皆伐跡地へヒノキを造林すべ

きである‘う。近時撰伐にかわって皆伐がさかんになりつつ

あるが、北海道の天然生林も大面積皆伐による植樹遥林を

實行することは筒早である。しかしながら現在の鐸伐作業
には問題が多く、澤伐跡地は蓄積が激少し、優良樹は伐り

つくされて利用侭値がない不良樹だけが残される傾向があ
る。

北海道の天然生林と共に]反扱に困るのはブナ林であ為。

ブづｰを伐採すれば蝉頃が繁茂しモブ六の稚樹はほとんど發

生することなく森林は荒暖するだけである。從ってブナを

皆伐してカラマツその他の有用樹種を遥林するを可とする
が、人工捲林を實行できないぱあいにはその魔麗に困る。

山形縣寒河江誉林鶚白岩國有林（月山山麓）では珍らしく

ブナの利樹がはえGEIJ､る。從って天然更新は不可能ではな

かろうが､剰鱗があまりに少く、成林に想偲以上に多くの

年数を要するものの如く、また立木本数力沙いため樹形が
悪い。函館市郊外七飯のカルトナー氏が植えたプチ林が美

林になったのは密生して育ったためで、日本のブナ林でも
育てかた次第で優良林分になると思う（近藤助､潤葉樹用
秘林竹難〕が､雅樹がはえにくいことが1鏥入である。わが
國で天然更新を鐵行できるのはアカマツとヒバぐらいで、

その他の樹種は人工塗林を原則とすべく、勝に撰伐作業は
應用の範閣が狭ﾙ､。ともかく一日も早く天然物採取林業か
ら林木育成林業'､鱈向すること力窪ましい。

林木の品種ほどわからないものも珍らしいが、古くから

蕊鶏騎擁蕊鰯綴麗駕
が、林業鋤悔n7読に紹介した栃木膳上都賀郡小來ﾉII村の
霜田孫多氏のよりな瀧志家がそれぞれ苦心して育成したも

林業には天然物採取と林木育成とのふたつの部門がある

が、國有林は天然生の美林を有す為ため、從來は天然林の

伐採を重く見て、林木育成を輕く評償する傾向があった。

しかるに近年の濫伐によつ､て天然林は甚だしく荒溌するよ

うになり、その施薬法の再検討が要塑されると同時に、人

工趨求地が次筑に軍要覗されるようになった。

しか‘しながら國有林には天然林が瞳倒的に多く、人工林

は面穣において12.5％､蓄積において8.6％にすぎない｡、

面穣の4割内外の人工林を有するのは東京熊本大阪高知の

4誉林局であり、蓄横3割以上力東京熊本、 2割以上は大

阪高知で、他の管林局では人工林の劉合は問題にならない

ほど貧弱である。人工林1”あたりの平均蓄稜は東京大阪

高知前橋長野熊本の順である。東京遁は瀬尻は別格として

茨城縣の4誉林懇が多く、天城は意外に少い･大阪が多い

ことL熊本が少いことば全く意外である（稻本義夫､東京
林友4巻3號15頁昭和26年12月〕。

最近に観察して造林成績がよいのに感心したのは高知で

ある。高知では魚梁瀬を覗察するの力漕通であり、天然林

を濫伐したことと造林成績が悪いことが定評になっていあ

瀦末着手の天然林が甚だ多く、また西部地方雁はすばら

しく催秀な造林地ｳｸ鶏る・スギ23％、ヒノキ69％、天然

生のアカマツ4％で、ヒノキの妖齢林が瞳倒的に多く、た

とえば宇和島誉林謡滑床國有林には天下に誇るにたるヒノ

キの慨良遥林地がある。

揺近簿伐作業の功罪が問題になっているが､高知の如く
遥林成績が概して磯良であるぱあいには皆伐作業が適溌で

あろう、澤伐作業は大正末期に恒繊枕施業の影響を受けて

普及したものである。秋田のスギ樺伐作業林では地位に腰

‘じて一定の蓄積を要求し、欝閉を破ることを嫌ったために

老齢の美林を保存できたことはその大きい功績であった。

天然下種低失敗したが、スギ老齢樹がさかんに成長したた

め經濟上格別の損失はなかったと思う。しかるに終戦前後

に伐りさげと稲して磁度の揮伐を渡行し、スギの立木庇を

0.3~0.5とし､沸内に隣蕊樹を密生させたことは遥憾であ
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〔錐者〉東大農學部教授･農博
／、弓ﾄｭ・’
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務であるが、優良母溝は慨して結實量が少いゆえ、多量の

タネを必要とするときは不良母樹のタネを集める不安があ

ゐを以て、優良品種を増殖するにはできるだけ挿木による

を可とする。九州の多くの苗畑ではスギの品種を腫別せず

に挿付けてあるが、品種ごとに床を別にしたいものであ

る。特に他の地方へ挿木苗を遙るぱあい･には品種を明示し

てほしい。なお九州では挿付床にIﾖ除がいらないという

が、一般には枯損を少くするために日除を必要とするよう

である。

間伐に開する論議がさかんになったことは喜ばしい。樹

型級に開ｻｰろ識諭が多いが､榔型級随分は選木よりもはる

かにむずかしく融しかも樹型級通り伐採できないところに

問題があると思う。大正中期から湿度間伐をさかんに賞行

した國有林における間伐が甚だしく弱くなったことは著し

い傾向である。間伐を僅行しないと材積成長鐙がへるとか

風痔雪の害に對する抵抗性が弱くなるというのは程度問題

であって、弧度間伐が森林を破壊する危険の方がはるかに

恐ろしい。主伐を蜜行すれば造林を資行する必要があるば

かりでなく、多額の脈恩礎を支挑5ことになる關係である

と思うが、近年私有林においてWI雛はずれの弧度間伐を蜜

行している例がある。さらに森林法改正によって適正伐期

令力麺用されると主伐のかわりに收入本位の猿螺的間伐が

賓行される"談がある。ガラヤツ林及び肥沃地のスギ林遁

は湿度間伐を有利とするぱあいがあるとしても､ヒノキ林・

幼齢のアカマツ林。清地のスギ林など；で蝿風度の間伐は不

適常であり、約20年前に渡行した湿度間伐の弊害がいま

だにありあ.りと残っている森林が國有林には珍らしくな

い。近時木材不足に對臓う-るには材積收灘般多を第一義と

すべきであるという主張が有力になりつつあるが、林業技

術者としては材質の優劣を吟味するこ典重要であり､植
付本数をなるべく多くし、枝打及び間伐を槙震に賛行する

ことが望ましい。

薪炭林は材績成長堂が少いばかりでなく、材質力悪く立

木償格が安いゆえ､事情が許す限り用材林に鍵更すること
を理想とする。地元民がこれに反對するのが普通であ為が

將來立木侭淵が騰費するに反し、木淡の個綴は他の燃料に
睡迫されるため製炭の利潤はますます減少すべく、製炭夫
の生活ば苦しくなる一方であろう。:用材の峡乏に憐みなが

ら木材の大部分を薪炭として消裁するほどばかげたことば

なく、木材の大半を燃料として使用している限り文化の向

上は期待できない。現在でさえ最低の生活に答しんでいる
製炭夫を救うために薪淡林を維持することは愚の至りであ

って、これを用材林に切りかえれば國民全鴎の生活を向上
できるばかりでなく魁地元民もまたその恩悪に浴すること

が種きる。なお硝秘林の縄播に要する勢力は薪炭林と大霊

のであろう。山形縣楯岡管林署經管課長山田義三郎氏は霧．

原苗畑へクサアテ及びマア天を10萬本挿付けているが、

蒲森智林局でも内眞部大畑などで同じ仕事を避行すべきも
のと考える。アカ､マツに關しても喪料を集めているが、品

種の厘別は全く謎のようで、育てかたの方が軍要であると

考えることさえある。

アカマツの楠栽林には優良林分はほとんどないが、宮崎

縣筒崎誉林署霧島國有林.26制班(霧島苗畑附近）には立

祇な壯齢林がある。5000本植でどうして美林になったか、
、

古い謙織がないことが惜しまれる｡天然生のアカマツ苗を

鉢付として移箙すると美味になるという地方もあるが、密

生させることが瀝要であろう。すなわち枝下高が4～8mに

‘なるまでは密生させる必要があり、密生Fj-るほど幹の形質

－，がよくなることはもちろんであるが､.できるだけ多数の中I P

から一定本数の優良樹を選びだすことがさらに一層重要で

ある。競争植物が少い痩地や火入跡地などでは、アカマツ

が簡単に成林することもあるが、肥沃地では磁紫樹に唾倒

されやすい。すなわち天然下種は必ずしも容易でないが、

植栽林へ侵入せる天然生のアカマツが立派に成林した例は

多い。從ってアカ茸ツカ樫入する見込がある林地では、そ

曹 のまま放置すれば雑木林になるが、迩慧の樹種を植えて下

刈を蜜行しているとアカマツの美林になることがある。こ

れを誘導鎧林（間接造林）という。かかる植樹造林は無意

， 味であるように見えるが、天然更新は造林灘がいらないと
いう思想がひろがっている現状では天然更新のかわりに誘

導造林を溌行すべきぱあいがあり、いそがぱ廻れの適例で

・あぉ。近時ヒノキに對するスギの劉合を増すように努力し

ている人が多いが、アカマツ林の面識を増すこともまたI司

じように重要である。

へ遥林がさかんになり、見かえり蚕金などtこよって苗畑が
Eフ 披充されたことは喜ばしい。しかしながら撤付床の面積が

象嫡加し、苗畑の大部分に瀞付けてあることは、堆肥小屋が
墹設され牛馬の飼育がさかんになりつつあるとしても、播
付床は地力を害するだけに將來の運誉力謹慮される。秋田

醤林局におけるスギの秋溌（メルグロン〆ストにまぶして

獺付け、覆土後硫酸液をまく〕､高知管林局のタネのレソト

． ケン虚理などは敷果力薯しい°2年生苗を使うに緯潅水や

施肥などによって成長をさかんにする必要があるとして

も、近年造林地における枯損率の増加力署地で問題になっ

ており、苗木を雌蕊に育てることを考慮する必要がある。

林業試験場の依頼によって各苗畑で宣犬苗を特別に取扱っ
ているが、その中には樹形の悪いも‘のや早くから開花する

ものもあり、巨大苗のすべてが優良であるとはいえない。

成長量の差がどの程度まで持綴するかは今後の調査にまた

漁ぱ族らぬ。催良母樹を選抜してこれを崎殖することが念

I
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中村二林業時事所感

ないと思う。要ずる龍立地が許す限り薪炭林を用材林に改

めて多量の優良材を生産し、用材に適しない部分を薪淡と

して利用することが合理的である。

農用林も同様であって森林の生産力を犠職にして撲業經

誉を合理化せんとすることは不合理千萬である。たとえば

關東地方の落葉採取林ぱ毎年1ha3～5千圓の收久があり、

木材生産よりも收益が多いとしても、そのために地力が衰

えるとすれば將来は農業林業ともに行きつまる不淡があ

る。なお農附林の専門家は6百萬町歩叉はそれ以上の農川

林を要求しているが、農民はそれで満足できおとしても、

農民以外の國民はどこに所要の木材を求めんとする,のであ

ろうか。

最もﾌ關I合なものに開拓伐採がある。林辮也としては優

良で:あるとしても､農地としては耕作に適しな､地が多く、

立木を伐採したままで放置されて荒溌している林地がいた

る;ところにある。戦時中に軍用材調達係として國有林の一

部を濫伐した瀧川三郎氏はロリ陰自ら安んじたことは兵力伐

採より開拓伐採の方がはるかに被害が大きかったことで

す」と述べている（名古屋誉林局報象どり3雀4號71頁

昭和26年12駒｡特にいたましいのは幼＃職の優良造林

地を濫伐したことで、人工趣*地は土壌が肥沃に見えるた

め環境が等しい天然林よりも開拓の對象にされやすいこと

は定説であり、そのために木材の増産を著しく阻害したば

かりでなく、踏林意欲患失わせた害毒は評値できなし､ほど

大きい。苦心して造林すれば將來再び開拓に狙われるかと

思うと謝氷すあ氣になれないという蕊は、開拓によって瑠

産される農作物の收獲が少いだけに爲政者の反省を促した

い。なお開拓を口寶として林木を濫伐した例力珍L､ことも
また明らかである。（総り〕

－－－くC・I｡E"｡提供し－－－

なっているのであ遥・勿論大きな木も澤山残っている。誌
負考逵は2蕊の謹力なトラクターに鉤型の鋼索を逵結して
残存木の引倒しに取り掛った。こｵ1は渡にうまくいったが
切り妹や大木を倒すにはこの鋼索をそれらに縛りつけ龍ぱ
ならなかった。

そこで鋼鐡の球が使われるこ・とになったのである。この

球には野球ポールc誌合せ方法に似た連結方法で蕊造され
た太い短い鎖がついていて、走れに鋼索がつ蟹いている。

2蕊のI,ラク女戸は鋼索を繰り出しながら雁行して森の
中を嗣進す湯。次にこのトラクターを立っている大木に紳
りつけてから、トラクターのウインチで鋼索を巻き始め
る。林地を鋼索力洩きづられぁにつれて鋼鐡の球も一緒に
曳ぼられる。球は鍋索力戦b株の上をうまく通過出来る丈
けの高さに鋼索を保つとともに挺子の理屈で樹木力鋤し倒
される筒さまで樹木によじ上ってゆく。

球が鱒がってゆく途中で大木にぶつかると、その木はポ
ール、ブニヤンも吃驚してひつくり返るであらうと思はれ
る濠に根こそぎ引くり返へきれてしまうのである。

最後の仕上げは倒した樹木や潅木を焼き桃うために堆秋
する仕事であ為。

この仕事は2墓の大型トラクターを離れぬようにボルト
で連結した270馬力の特別鋪の謬也樹戒によって行はれ
る。この機城は正面にとりつけた幅員22沢のプラツシ、
レーキを推してゆくのである。

このトラクダーと球と鎖の蓮合磁は、4時間で200エー

カーの林地を整地したことがある。しかし確賞な能力は渡
働1日堂り100エーカーである。

この鯛茅の請負者ほカリフォルニヤ州レツディングのウ
イックソンクロウ會献とJ.H､ I､リスデール曾斌である。
この雨献は安く入札して仕惑を撞鍔するために上記の球と
トラクターによる整刻坊法を使ったのでああ。雨吐の識負
った整地繭職は約23,000エーカーである。彼等は1952年
挺鍵初綻發蹴を始塗る豫定になっている2談の發懲幾をま
はずための水を新しい貯ﾌk池に貯められるように大急ぎで
仕事をしているのである。

この仕事は北西部の甑力不足の緩融に役立つことで魁ら
う。

（窺眞説明〕左の篤腫

・ は最も新しい林地蕊
§ 地方法を示すもので

一
》

可

｡

一
々
一

一己 や夕

巨大な球と鎖による森林伐採

〔クリスチャン・サイエン家・モニター將別逼信員〕

コロンビヤ、フオールス、モンターナ州發:－

大平原の森林を伐.り識したといはれる北部の傳設上の互
人木樵であるポール、ブニヤンでさえ現在新しいハングリ
イ、ホース、〆ムの貯水池用地の整地にあたつ嘗ている請負
者達よりも早くは森林を伐り倒し得ないであらう。講一
ル、プニャンも請負者達が使っている圏放もない機具を見
れば、きっと驚いて歎詫をあげるに逢いない。此の擬具の
目新しい部品は直硬8呪、煎避4.5トンの瓦犬な鋼鐵の球
である。この球は丈夫な鋼索で馬力の鰻いトラ必敷一に遜
結されている。この球が今までに行はれてきた如何なる伐
採方法よりも早く立木を打ち倒してしまうのである。

この森林からは既に役に立つ林木が伐り出されて絵って
いるので珊今では残った林木と灌木の除去”朧一の目標に

－（12〕一
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いた大きな原因として凡そ次の3頂目を謡げられておる。

1．林學というものが従来あまりに狭い覗野を持ら敏け

て來たこと、即ち只ひたすらに傳統的な自己の貝殻の裡に

閉じ龍っていて､一歩もそこから踏拙すことをせず､同
學先樅の跡を鎧うことのみに努あていたこと。

2．從来の林學に於てはあまりに研究方法に無頓潜であ

り、方法論的意識は殆んどなく、箪なる術識的槻察或ほ単
純な經騨侭蕊く粗粂な結論に安んじていたかの槻が深い。

3．林學界全般が､科學的林學の研究を鯨重し､之を哺
育助長するの熱意に縦けていたこと､叉世間一般の林業林
學に對する認識が充分でなかった事、即ち林學の鐵漫膜對
する最も基本的な背紫基盤が狸固でなかったといふこ'と。

然してこれが對照紫として、將來の林業を發展せしめる
ための手段に、次の如きものを掲げられておる。

（1）林學者自身の努力。 その努力の方向について最
も前提的な問題は、林學というものL性絡を如何に育り立
てk行くか、ということである。

（2）我登の研究態曙他の學問分野に於ける進歩し

た知見をとり入れ、できるだけ慨い覗野の下に當面の問題
を解決して行くことが肝要である。

（3）研究協力の問題（説明が長いため制愛ﾘｰる）
“〕研究方法論の間懸林學分野に於ける宿命的愈

科學的研究の困難性を克服するなめ、巌い覗野の下にあら

ゆる方法を駆使して問題の解明に努め、能う限り厳密なる

方法を守り、充分なる客槻性をもった確固たる漠の意味の

法則の建設に努めねばならぬ。

（5）蕊盤培泰の問題も 林學に從事ｻｰろもの、刺築行

政に關爽するものが､科學を育成しその成果を尊重し活用
することに協力し、その護展の韮盤譲境を蝦かに培って行
くことに努めるべきである。

や

中村先生が間伐法に普遍性を求め、學生の賓習に際して
の成績の観察から､間伐技術に對する自由な批判の出發職

を見出されたことは、上記の對應縦としての（1）〔2〕（4）
に適合するものであり、且つ卒直に、間伐の經験のない素
人であるがとことわって、斯の重要問題に挺身された熱意

は多とすべく、また田中先生がこれに對し駁論を提出され

たことは、（3）（5）に反するが如くして決して然らず、

本誌114.116の雨號に於て、中村賢太郎、田中波慈女
雨先生が間伐問題に閥して論議を交えられたものを瀬む

に;錐者が本誌117･118雨號に於て發表せる新構想によ 、
る間伐方式も、從來の間伐法に對する反論糧あって、中村
先生の説と一脈相通ずるものを有ち、雨先生の論議と寵大

一 な湯關係もあり､一方間伐撰砺に關じ方盗論的に再徴討を
加えられる時蓮に際衝した為注目すべき秋、更に多数の學
者乃至技術者の討論参加を得て、斯の鐙林上の重要問題を
徹底的に論議批判し、でき得ぺくんぱ或種の汐揃を見出す
ための氣蓮の醸成に役立てばと念願して、おこがましくも
ドンを握った次第である。

錐者は曾て満洲遥林曾献に於て田中先生の部下に在って
2 "11職を蒙b、また中村先生には、著謡を通してその該博

なる知識に敬意を表しておるものであり、なお客年霧島山
に於て僅か二日ではあったが行を共にして教を受けたこと

鶏蹴:議職蕊鱸麓蹴鞠※
ならぬ虚であろうが、封建的思想が濃く事大的で、所謂大
家の論議に卿輩が口を挾むべきでないというような偏見が
あり、その事が護展を阻書する一因であるやに見受けられ

る榊界に､刷新の氣を注入し､折角の敗戦により齋らさ
れた民主的な言論自由を推し擬め、職後の好風潮たる討論

弓方式を現溌に林學界に導入する道を賓賎開茄する事こそ、
戦争綴牲者に報いるものと考え､､それにまた、雨先生だけ

の鵬酬では客測的受當性に開し疑問を招く麓なしとしない
ので、第三者が参加することは此の鮎でも有意識涯りと自
負し、敢て斯の蕊に職種たものであり、もとより不肯筆者
の信ずる虚に櫓､無私公平翻しておることは申すまでも
ない｡．然しこ若しこれちの論議を群盲評象的なりとする朧

！ 争

威者ありとすれば、更に出でL頂門の一針を加えられんこ
とを切襲するものである。

吉田正男先生は日本林躍曾誌能33経第4鏡に於て｢赫
學發展のために」所信を述ぺられでおるが、斯のことが爾

後の論議に重大な關係を有するので、先づこれを摘録して
みたい。吉田先生は斯の論説の中で、林皐の准歩を妨げて

一一一一

－

－－

（錐者〕加治木醤林署
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高村．： 間伐論に對する批判

他人の研究に無關心であるという最も悪い林學界の通弊を
打破し、眞理の究明のため疑問に對し獣止せずという砿い
情熱の現れで､結局は研究協力の精測に合致するものであ
るこ勤堵えられるのである。そしてまた本誌の編|蝿方針
が前記（5）蜜践えの歩象であることに敬意を表し、錐者
も亦虎心林學發展の踏灘たらんことを希い、あらゆる方法
を蕊使して問題の解明に努めるつもりである。

第一に田中先生のとり上げられた中村先生の設､陣生
に對し間伐の講義粥始前資習を課し現場で間伐の要旨を説
明し､直ちに塞木させて&驚く”な間伐を渡行したクラ
スはない。即ち間伐を鍵に理解している技術者はすぐない
というが、ある程度の間伐は素人でも灘行できるようであ
る｡｣に關して。 ．

此の論の中には間伐技術の根本に横たわる一の索要なる
問題を伏在するものであり、それは中村先生の此の邦定の
噸に如何なる幅が存するかということである。

弦で間伐技術というものは結局何であるかということ、
換言すれば、間伐成績を批到する規堆となすべきものは価

、 であるかということを考察するに、中村先生の所論からず
るも、それは次の域項目に要約されるものと考えられる。
（但しこれは同一樹種の場合に就て言っておる〕 ．

］・ 間伐の方針が施業目標I動く略合致し種おるか； こ
れ1浬ﾛち、次の間伐時期乃至主伐の時期と生産材種を溌想
し、それに應じた選木を行っておるかということである。

2．麹境に態じ適富な加減力嬬されたか。 環境艇は隣
按木との關係を含めた箪木的頚境と､林冠魁に對ずる環
境との二様のもの力堵えられるが、雨者を到然と瞳別でき
ない場合が多い。例えば、手遅れ林分の場合徐々に環境に
適合するよう考慮して行うとか、林套を破らざるようにす
るとか、風雲害等を予想し抵抗力を増さしめる如く老職し
て行うとか、或は峯筋は弱く谷筋は覗く間伐するとかいぅ
如きものである。

3．林齢に應じ適當な考慮が潟されたか。 例えば、一
般にほ成長旺感期には眼く、伐期に近い林分に於ては弱く
間伐するが如くし、また高い伐期で羊輪の密な優良材生産
のためには、反對の麗澄をとらねばならぬが如きである。

4．立木度の適否。 これは中村先生の所謂適正本数で

ありその決め方に後述の如き難鮎があるが､同先呼主張
せられるものなる故探雛した。これは標準地を釧し予めそ
の丙の本数を調査して行ﾀ場合には容易に卿定できるが、
作業的に行う間伐に於ては伐採木選定後平均林相を有する
部分に標準地を劃し残存本数を調査せぬ限り明瞭でない。

5．疎開が適度になされたか。 これは4項と6項に深
い關連を有つが、三者それぞれ複雑な面を有する故、前陸
の雨者に包含させるわけにはいかない。

6．残存木の配睡は大略宜しいか。 これは結局醤存木
の距離間隔が7以外の他の各項との關係の考慮に於て、適

度にして且つ大差なく分布されておるか否かの問題である
が、群状に成立するものについては、その群を破ることの

不可なる黙があるので、それを考慮した上での配寵という
ことである。

7．残存木個玲が良形質のものであるか。 錘に言う形
質とは、一般に所調形質よりj麓Rこした意味のもので、樹冠
型・樹勢の優劣等の生態的特徴をも含めたものである。品
種の問題も此の項に含まれる。但し特殊{ｿI挙の場合には目
的に從って標準を異にするものであるし、まだ1項と關迩
がある。

以上の7項目の中に中村先生は測定の規準を置かれたも

のと認められるのであるが，滋で更に同先生の間伐法に對”餌
する定見というものに就宅鯛れる必要が生じて來る。 画一

中村先生は先づ、蚕絡試験と選抜試験とに鱒を設けて、
樹型級を基礎とした從来の間伐法を否定されておる。次に
「間伐方法の適否を測定することは甚だ困難であるばか-b
で顔く、“削齢及び生産の目標によって間伐の方法力謹う
べきものであるにせよ、樹種｡地位・林齢・樹高・直観な

どに職じてそれぞれ適正の立木木型があるに相違ないとい あ
うのポ､本数間伐を支持ｻｰる諭撤である｡｣とし、叉「しか
しながら間伐の方法は伐期と生産の目標とによって蓮うべ
きもので、一定の適正本数へ近づけること,は必ずしも最適
でなく､また適正本戯のきめかたに問題が多いと信ずるが． ・
間伐獅備を普及させるには本数間伐は適當であろう」と言
われておる中には矛盾力轄ぜられるとしても、ともかく適
正本数を基礎とする間伐法を支持されておるものと認めら

れる。併しながらその後に階種の間伐にはそれぞれ十分
の意義があることは明らかであるが、ややもすれ嬢行きす
ぎの弊害があるゆえ、一般には一職立木本数でおさえるこ一

と力麺営であろう。しかしながら適正本数を求めることも
また甚だ困難であるゆえ、本数間伐を一齊に弧要すること

には擬成できない｡｣とし、更に最後に結論的に「樹型級を
基礎とする蕊術間伐と比較すれば、適正本数へ近づけんと

する本数間伐は賓行しやすいが、適正本数のきめかたが面 ・
倒であるばかりでなく、林木の個性特に樹型級及び品種な

らびに隣接木との關係（群落的購成）などを充分に考慮す
る必要がある｡Jと述べておられることなどから測勧じて、

本数間伐の採用にも充分の疑問を有たれており、中村先生
は未だ充分億脳し得る間伐法を見出しかねるまL「要す鐙

に各種の間伐方法の利害得失を十分に稔討することが重要
であり､立木状態の特徴と生産の目標とを考鰄一て､それ
ぞれ適営の間伐方法を選ぶべきであるが聯道は中廠にある
ことを忘れてはならない｡｣という態度を持しておられるも

－〔ユ4＞－
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高村：間伐論に對する批判I

一一一ー一一

探率というものと密接な臘連があるわけであるが、普通國

有林に於て中庸度の間伐を行う如き場合でも、本数にせよ

材硫にせよ人により’0％位の差力認められる事疫から、
この項についても相犠な幅織もたれたものと推測される。

6項について。 これも7以外の各項全部と密接な關速

を有ち、極めて複剥鍛妙な條件に支配されるものであるか

ら、從ってそれに應じ大賂という語を入れたわけであり、

中村先生の判定の幅も相當魔かつたものと解される。

2頭について。 一樹の個性とか形賀とか言っても多く

の要素の入り混ったもので、極めて微妙複雑なものがある

が、この項の判定には軍に個樹の形質の問題だけでなく、

他の各項が悉く脇係し、就中5．6項との關連の下に選定

されればならないものであるから、從って簡軍ではなく、

判定のI隔も大でなければならない。

錐者はもとより常該獲習林分を知る由もなく、また中村

先生の執られた判定の態度についても付度の域を出でない

わけであるから、以上の各項目について假定に基いた論を

.なしたわけであるが、これらの項目個盈に於ても根溌な幅

を認められるのに、各項目はまた互に密接に關連し合いそ

の關連の下に間伐木の選定を爲すべきもの軍､つ鞍り或一
本の木の選定に大抵の場合一長一短が伴うものであるか

ら､そこに一層の幅を認めて行かねばならないことになる。

これらのことから考察するに、間伐技術の本質は、互に

淵通し合う以上の項目の間に妥結職を見出すためのコツに

あり、そこの調和を如何に手際好く非の打ち虚なく行うか

の黙に、所謂名人蕊的なものが存在することになるのであ

るが、集約度が低い場合に催そこに相鴬な幅を認めて行か

ねばならないことになる。然して中村先生が「或程度の間

伐は…．．」とことわっておられることからしても、先生自

身の判定の態度に幅があるわけであり、加之貨習に参加せ

る學生の態度に‘じても、間伐の講義開始前なりとは言え、

森林の数多い效用並に爾要性に鮒する識義を開き、長期の

歳月は成長に要した林木に對する敬意を有つ智的な林學生

鳥鷲圃鱸麗篝襄鮮灘菫駕
とであれば尚更慎重に行うことであろうから、以上總ての

條件の綜合勘案から、先生の所謂聡くような間伐ほ出て来

ないものと考えられるのである。 ．

のと認められる。

斯のよ.うな中村先生の態度から推測するに、前掲間伐成

緩測定の規準となった項目は､次のような窪由で相當な幅

をもったものであろうと考えられる。
1項について。 この標準を先生朧何虚に掻かれたかで

あるが､勿論短伐期で特殊な材種を生産造んとする施業を

對象とされたものとは考えられないから、一般用材を生産
せんとする一般林業の場合であってみれば伐期も相営高い

ものど考えられ、初心者に對する蜜智であるから恐らく伐

期に程遠い林分であろうし、伐期迄に尚二三回の間伐を要
する春秋に富む此の林分は単位面穣當り本数も未だ多数で

適腰力を充分有しており、間伐僅施の甚大でない欠階は今

後の成育或は間伐に於て補正され得るという期待感・安心

感があり、加之疎拠生を有する林業に於r亡は､施業目標と
いうが如きは大略の庭筵定める以外仕方のないものである

し、且つこれは他の各項と密接な關連のあるものであって

承れば､此の項については勿論ﾎ臘に幅のある判定をなす
より他ないものである。

2項について。 鍛境④要素というものは勿論極めて多

く然も複雑微妙に作用し合っておるわけであるが、その間
や

伐力淋分内部に於ける4滴蹟の標準地内で行われたもので

あれば、そして叉甚しい手遅れのものという如き特殊な場
合でない限り比較的簡踊なものとなる。併し此の項を浦足

さすための手段は5．6項との關速に於てとられればなら

ないものであり、これ功割定には相當な幅力認められる。

3項について。 同一樹種乃至同一林業品種から成り且

つ同一林齢のものは如何なる林分に於ても相似た成育状況
を示すものであれば$そしてまた施業目標腱差異がなけれ

ば、事は簡単で、測定は適確になされ、その幅も砿くはあ

り得ないが､立地に職じて成育の幅力極めて大であるため、

そしてまた施業目標に種4‘なものがあるため、此の項の判

定にも大なる幅を認めざるを得ないことになる。

4項について。 中村先生も言われるように〆麺正本鯉
宙 凸到

の決め方に疑問があるわけであるから、假令標準地を制し

ての賓習であつたにぜよ、此の黙で巌絡な判定を行われた

ものとは考えられず、またこれは5．6項と密接な關蓮を

有つものであれば、これら三者は關速のまkに於て判定さ

れるのが普通である。否むしろ選木の態度としづま5．6

a●■
■■.

ｰ

、

口

ヘ

項の關蓮に於て行い、4項は事後に参考的に考査する程度 上述せることから、妓で論旨の整理要約を行ってみる。

になすのが普通であり、中村先生が如何臆割定されたかは 林業が自然の林木を對象とし本質的に疎放性を有し、且

分らぬとしても、此の項の測定に於て相営な幅を有應れた つ上述の如く、間伐木選定震行上規準となすべき項目に相
ことだけは考えられると思う。 鴬な幅が認められ、加之間伐技術の本質が以上の如きもの

5項について。 これは7以外の他の各項全部と密接な とすれば、間伐法に普遍性を求むる中村先生が、「或程度
關連をもち、つまり極めて微妙複雑な條件に支配されるも の」と特にことわって上掲の論をなされた事は、決して異
の故、廣い幅を認めてい”1ぱならず、またこれは勿論伐 とするに営らないものと考えられるのである。而して只問

一（‘15フー
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高村：間伐論に對する間 5批判
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この悶難な造林學の進歩が牛歩のそれにも似て遅々とした

ものであるからには、個人的陵施の存在償値は充分あるわ
けで、就中間伐技術の如きはその本質が上述のようなもの

題はその程度にあるのであり、斯の「穫度」ということは

叉､施業の集約度の問題と雑な關速をもつものというべ
く、 2本置き位に機械的に行うというアメリカ式間伐法と

雌も、集約燭慣に經管方針の如何により、それでも篤さ蟹

るよりは優るとい見透し力鵯られL鵬存在慨値を認め
られるべきものと思料する。

これに對し田中先生が､間伐技術のお質が微妙複雑な個
人的技術即ち名人蕊にありとして、眞向から反對の態度を

示されたことは、同先生の考え方力､ら言って是亦儲然のこ

とであり、如何に普遍燐を求め科繋化を企てLも、前述せ
る如き複鯛生の上に堂つ間伐技術に於ては､窮極に於て個

人的技術に依頼せざるを得ないものであってみれば、田中

先生の論亦もとより一理あるものと言うべきである。

低筆者をして言わしむれ偽間伐御貯が窮極に於て個人

的鋤府に依らざるを得ぬとしても、数人の名人に日本全國
の間伐を任せるわけにいかず、現在國有林に於ても人員不

足技術水準の低下からやむを得ない仕儀とは言え、殆んど

未經駁の青年にさえ間伐木選定を篤さしめざるを得ない事

熾蝶から、將叉、人類遡上の趨勢からあらゆるものが噛然
科學化に向い努力されねばならないもの故、間伐技術に於

ても可能な限り科學化一鯛この方向をとり、經験に基く個

人的技術の範園をなるべく狭める必要があるものとする。

田中先生の論法では、間伐技術乃至鐙林技術が微妙複雑

なものであるから、徹頭徹尾經嶮により‘練達の域に達せね
ばならないものということになり、科學としての麹1銭術

乃至造林學というものに限界を輿えることになる。鎧澗學

が限界のあるもの、即ち或限度以上は科學として發達し得

ず､それから先は經験に基く名人蕊に依ら減笈ならぬもの

であるとすれば、他の鵬用科學に比し科學としての深味の

ないものとなるわけで、從來の鐙林學には此の憾あったが

ために、淺薄な上役の事務官の侮言となり、叉某大學教授

の妄言となって現れて来たものと筆者は解するのである。
田中先生の言われる如く、「生物界には人間の能力で説

明し得られる科學的なもの以外に敏感な勘を極度Iこ伽かせ

なければ解らない率｣力観在の段階では極めて多数ある。

併し他部門の科學者が生命の測秘の解明にさえ努力してゐ

る現在､造林學だけが､これから先は個人的技術､で泌為

とし筵維っておるわけにはいかないことであり､それが如
何に科學化の困難なものであるにしても、科學化に向い努

力することが我とに課せられた使命と考えねばならぬもの

である。そして田中先生の學げられたような事務官や教授

が賀寵したものとすれば、造林學者があらゆる面で恵まれ

ないために此の方面に人材の集ら1ない悲むべき現象を続々

深め、人類の進歩を阻害するものと言うべく、指導者の風

上に認けない人達なりと言わざるを得ない。併しながら、

であるから、現在の段階に於てはもとより、將來充分に科

學化されたとしても、恐らくその存在価値はあまり減ぜら

れないものと考える。田中先生も言われる如く、戦後の鐙

林捷術のレペルの低下は否み難い事蜜であること、所謂木
と話できる程の諏悔者でなければ眞の林業經管はでき難い

こと、を林政の局に織る者は充分認識し、一方に於て個人

醐鋤肺發達のために施策すべきであるし、技術者自身はそ
の技術の澗鱸に寧Iﾖあってはならないものと老える。“

上述の如く、造林技術の一部にどこまでも個人的技術が

残されるとしても、遥林技術が科學技術もある限り、､可能
な範悶に於て、我蓉の態鹿は科學的であらねばならない。

田中先生は彼の論説中に於て、「同一樹種でも其の林學的

品種により各鳧個性や欲求力謹う」「こｵ1林木は群落的生

活を好むと云う蒋性を持つものだと云う事･…･」というよ

うに、「欲求」とか耐む」とかいう語を用い、あたかも

林木が意思を有し、獄求したり好んだ”-るものであるか

の如き、生物學に所調目的諭的な卿方をしておられるらし

きことは、科學技術に擁わる者として批劉されればならな

いものを有するようである。生活現象に對する斯かる物の
卿方は濁り田中先生のみならず、‐一般林業”阿者、時に録

鎌たる林學者の間にさえありがちなことであるが、か上る
事例は植物生理學･生態學等の素義について疑を懐かしめ、
造林技術の科學的偶値を失墜する原因になるのでばないか

とひそかに塵れるもの瀝ある。更に同先生は、「維新前の

人等の様に信仰で仕立てた森林が、此頃の様な科學に中毒

した人間の仕立てた森林より立派なものがあるという現溌

……」とい5鎌に、鐙林技術を信仰や宗教心に關邇させて

おられるようであるが、上記の筆者の論からすれば此の鮎

についても疑問無きを得ない。すなわち科躍的態度とは申

すまでもなく、現象を分析して資態をつか象、その賞態を

蛮態として記述することであり、生物の育成には愛育とい

う要素は極めて必要であるから此の黙についてば大いに強

調せねばならぬものと考身るものであるが、この愛育とい

う要素を更に科學化う-ることは或は不可能としても‘，愛育

は愛育として記述すべきものと考える。

中村先生が試騒に礎えて樹型級に基く從來の間伐法に批

到を加えられておることは、その讐力麺切で首肯に慨ﾅｰる

ものであるが、以下の二三についての疑義並に批判の對象

となすべきものがあるように思われる。

第一に中村先生は、噸型級は理諭的には一定の基準に

從って客噸的に査定すべきものであるとしても、實際には

周園の樹木との相對的の關係を考慮せずに蚕定することは
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村： 間伐 に對する批判高
一

ー

などによって違うばかりでなく、伐期齢や生産の目漂など

によって礎化すべきものと考える。」と言われておるが、

樹種｡林齢は一應明瞭であるとし、また“切齢や生窪目標
は一應鯉血と無關係に定められるものであるか鋤Iとして

地位･樹高・直径の三者は複雑した内容を有するものと認
められる。地位は現在の林學の段階でば、その認笂勤§極め

で困難なものであることは、履附先生がその著謹「育林學
原論」に於て述べられておるとおりである。即ち鍛境因子

を詳密に槻測調査して推定することも、或は指標植物によ
って推定することも、特に日本に於ては困難であるが､樹
高状態によることが比較的簡箪で且つ適合するものとされ

ておるようである。併し筆者の観察經職に蕊けば、これも

地形･隣接穂の競合の經歴･苗の良否等により相営な差
異が認められるに逢いないことは、深い渓谷に生立する林

木が極めて長炎な樹高を示すことなどによって推定される
ものであり、決して簡箪には蔵じ得ないものである。最も

深いものとされる地位と樹高との關係にす･ら斯のような大

きな疑問があるのに、それに直遜という要素も加われば事

Iは続を複雑となる。即ちこの地位と、康い漉團をもつ樹高
直径の三者の箭蛤せを如何にして、それに應じた適正本数

を如何に適確に定めるかということは､棚箪にはなかなか
できそうにないことの襲うである。

かくて適正本数なるものは畢謡ずろところ、現在の段|職

では法正林に關通する林學上の背い烏であり、理論上一の

標準とし･て考えらｵLはするが現没には求め得ないものであ

れば、これを参考的に見るに非ずして、間伐法の原則とし

て採用す為ことには少からぬ漁鯛iありとせねばならない。

瞳、或樹種の、或施業目標の下に於ける、或林齢で、或地

位、或樹高範園及び或直裡瀧園を有する林分の適正本数を

定め得るとしても、日本の複雑な地形に感じ、峯筋､･中腹

谷筋で鴬然適正本数も鍵られぱならぬものである故､その
鍵化ある適正本敷を、間伐木選定に際し目測で判定するが
如きは至難でもあり、かつまな、複雑無限な自然現象の中

に於ては樹冠状態も亦駆めて複雑であるから、或林分に於

ては鉦に間伐前此の適正本数に近い立木度を有しながら林
冠の}伏態は互に競合し、旺感な肥大成長を期待するには間

伐が必要だという如き林分もあり得るわけでも世11ち適正本

数ど遁徴な樹冠状態が、地形や隣撰木競合の經腱との關係

で、必ずしも一致しないものと錐者は考えるものであり、

これらの事についても難卿iが認められる。

然して間伐の営面第一の目的は、樹冠の競合を緩和し適

度なる枝紫の繁茂を岡り以て良好なる形質と肥大成長の促

進を期待す-ることであるから、樹種の性質と成育状態を見

て林冠を通産に疎開することこそ最大の意襲事であり、此

の事を弧調せずして単なる適正本数を持ち出された中村先

稀であると思う。たとえば第1級木として恥ずかしくない

優良樹がすぐない森林でば評慣のレペルをさげるのが常識

毒あり、また優良樹が多い場合には探黙がからくなるのが
入情であろう。極端艇いえば確資に伐り残される樹木だけ

が第1級木になることがないとは限らない｡jと言われ、樹

型級の決め方に:ついて疑問を表明せられておるが、或林分

に於て假令或級の林木を餓除する場合があるとしても、從

來法の樹型級腫分に於ては、或級のものはしかじかと具魁

的に明瞭に定義しておるもめであれば、客襯的に測然たる

ものというべきで、その規準を林分によって鍵えるわけに

はいかぬものと考える。た轡例えばB種間伐の場合、1級

木の代用として2級のa．b・c等を残存するだけの乞とで

これらの2級木はどこまでも2級木であるこ･と雁塗りはな

いわけである。然も間伐の種別によって間伐すべき樹型級
が定められており、且つ林木はその位置を動かせないもの

であれば、従来法の最大の峡階は此虚にあるわけである。

かくて從來法の適用が合理性をもつのは、た野、手遅れの

ない、随時適期に間伐力熱り返されておる林分の場合につ

いてだけ、と言うべきであろう。

また中村先生が從來の間伐法を「樹型級を基礎とする蕊

術間伐」と言わ牙Lておることに對じ一言無きを得ない｡即

ち間伐法として行われておる寺崎式の如き從來法は、筆者

が本誌117雌に於て指摘したように、方法論的にはどこま

でも型式的なものであり、これを純粋艇堅持すれば痩地に

於て間伐の目的に合致せざるものが出て來るため、質行の

場合にはその原則に反し便法として、原則に無い他の要素
を入れて僅行することになったまでのことであるから、中

村先生の前掲の語句がその鮎に關し充分なる認識を有たれ
ての上であればともかく、然らされば常らないものと愚考

するものである。そして間伐波術の複劇誰.個人性から誰

か蟹｢間伐は謹術なり」と言い始めたものLようであるが、

斯の言棄の鴬らないことも甑に117號に述べたとおりであ
る。

中村先生は次に､｢樹型級の査定が面倒であり、しかも苦
心して樹型級を虚分しても、選木が別の見地にもとづくも

のとすれば、何のための樹型級であるかといいたくなる､」

「要するに間伐木の選定は樹型級そのものよりも、むしろ

林木の配溌に注意して森林の調和をはかるように鑿木ずる
ことになるが、森林の調和とは何を意味するか明らかでな

く、間伐が名人蕊を要求すあ限り普及性がない。」として

從來の間伐法に鋭い批劉を加えられたことは、極めて肯繁
に中るものであるが､その普及性を求めて適正本数を基礎
とする間伐法に入られたことには､賛意を表するに蹄曙さ
せられるものがある。

中村先生は、適正本数は樹種・地位・林齢・樹高・直硬

一（

＝

▲

①

つ
●
』

一

17〕－



■■■

蹄伐論に對する批判高村：
一一一 －－

複雑に別ける必要こそあれ薯素人にも解る榛に頭の悪い人

間でも暗記出来る嫌に簡単にする事は、自ら林業技術をさ

げすふ、これを勉弧しないで百姓林業に瞳する事を望む人

等の話である。」と言われておることには賛意を表しがた

い。自然界は見れば見る程複雑なことに異論朧ないｶﾐ、林

木の樹型の如きはあまりに複雑で千差蔑別なために、これ

を随分し鵬用上債値あらしめ為ためには、もとよりそこに

MM1I#化･類型化力泌要であり、斯の懸用上の便宜という班

を忘却された如き前記の言薬は再考の要があるのではある

まいか。また如何な為學間も技術も、できるもの肱ら素人f

にも頭の悪い人間にも解るようにすることこそ、人類の發

展上塑まれ為ことであり、それは決して獅荷をさげすむと

いうが如きもの壱はなく、人類の發展につながる高遠な理

想に出發したものとざるぺきものと考える。田中先生の主

張は、名人の瀧威壷保たんため一脚上を好まぬ、という如

き日本人特有の島國根性的、一子相傳門外不出という如き

封建的考え方、頭の好い人間のゑの特臘澱存的考え方、な

りと曲解される節を識しておるようで面白くない。

次に田中先生の這般の論説の中で、多少の異論はあるが

極めて示唆に富んだ､先生の自由な性箭の發鰈とも見るべ

き、鎧林技術の要諦に鯛れられた次の言紫は、錐者も多く

共鳴するものを感ず為ので、引用して卑見を附加したい。

「･…･濁り間伐事業許りでなく造林事業全鎧に亘b只ひ

たすら大自然の命ずる虚に從って只これ雌全、明朗､優良

な森林が出来る糠最善の努力をする事が技術者の薫要な任

務で、之さへ出來れば満足しなければならない。期る立派

な森林さへ出来れば其結果として期せずして多くの收徐が

學るので、その木末を顛倒して、間伐でも鐸伐でも最初か

ら森林を人間の思う糠に引きずって行かうと考へる事隙人

間の思い上った自惚れに過ぎない。云到この先生の御溌

に對し、同先生が曾て瞥林局の計譲課長を歴任された方だ

ということを知る限りの人達は奇異の感に打たれたことL

考える。すなわち若し先生が常時も同溌な思想を有ってお

ら'れたとずれば、曾ての日本の形式主蕊的な上司は、決し

て先生を計識課長の職に任じはしながったろうし、假令謬

つ･rそれが行われたとしても、同先生が計識課長として名

騨を馳せられるようなことはなかったに蓮いないからであ

る。併し筆者は．現在先生が斯かる思想を有たれるに至つ
び

たことは、造林鋤|錯としての先生の一大進歩であると考

え、斯の設を勇敢に述べられた先生に滿腔の敬意を表する

ものである。造林技術は先生の言われるように碓かに斯か

る性質を多分に有ったもめであり、立地の複雑な日本に於

ては特に、斯かる精紳を以て行わされば造林の好成綴は蕊

げ得さ掲ものなのに、官僚的形式主蕊の横溢する日本の國

有林に於ては、經誉計蚕の面膜於ては膜の遥林技術を活用

生の識は．少しく考慮の不足があったのではあるまいか｡マ

中村先生が「適正本数を基礎とし．亡選木する場合には、

配慨を蕊要覗すぉことば當然であるが、できるだけ樹型級

整参考とすべきである｡」と言われたことに對するものか

と謡えるが、田中先生は、「除り徳級の違わない適正本数

を成るたく等距離に残して」選定することに反對を表明し

同氷水は群落生活を好むと云う特性を持つ云を」と言われ

ておることに少し溺れてみない。

始め等距離に井然と植栽された造林木が年を經るに從い

群閲状を呈するに至るのは、隣接木相互の生活力の不同と

局所立地の差異により、林木はその環境に趣蔭して鍬ﾐに

不整な状態に導かれるによるためであり、群落生活を好む

というが如き喝のではないと筆者は解するものであり、他

の總ての條件が等しければ、林木は等距離に配置され成長

がzI壷均されておること力凝も望ましい妖態と考える。俳し

ながら自然は極めて複雑で、個々の林木にせよ局部的立地

にぜよ、不整不同こそその質態であるから、整正は理想に

すぎないものであり、特に自然性ﾉ粗放性を有する林業の

本質からして整正を望むことは不可能なことではあるが、

それに近づけるように努力することは決して謬とは言い得

ない。た埒保育の手遅れのため不嬢の程度泌誰み、極めて

明臓な群欣を塁するに至ったものを黙たる状態に直すこ

とは雛理であり、その認定を誤って敢て鱈せぱ不良な結果

を招来するだけPことである。併し不鶏伏態があまり進ま
ない時期に於て無理をせずに配蔽を整えることは、決して

不良な結果毒招くものとは言えず､･人爲を加えて林木の育

成を棚るのが林業であるからには･･これは職然爲さねばな

らぬ手段と考える。

然して適正木澱の思想も要するに、樹魎・刺齢・地位lこ

基き、良形質と旺盛な成長を期待して、林木の占領面積を

適度に定めることに出發したものであろうから､､前述のよ

うに雌理をせず配置を適鴬にすることによって解決される

問題であり、不完全な收謹表に合せようとするやり方の如

きは木末を誤ったものと言うべく、且つ前記のような多く

の疑問を提起するだけのことである｡以上述べたる弓との
綜合力毛して、中村先生の適正木敷に難く間伐法は合理性

を失うものというべく、前に掲げた間伐成績測定規準の7

項目中から4項は除外すべきもので、適正本数なるものは

現在の段階では､樹種･林飾･地位腱華きた鱒大略の参考
として見る程度の債値しか厳いものと認めるものである。

中村先生が複雑な樹型級賦分の侭値に疑蕊をもち、簡箪

でわかり易い脳分の採用を要望されたのに對し、田中先生

は反對を表明し、同1t間には現行我國の幹級別は複雑すぎ

るからもつと羅え易いものにして呉れと云う人もあるが、

自然界は見れば見る程穆雛なものである｡現在よりもつと
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高村：間伐論に對する批判
一一一

〈言うのは間伐協議會を否定するものではないが、間伐技

術の論議は勿論馴業的間伐に對して爲さるべきであり、事

業的間伐に於てはあたか＄文章が､總燈のまとめ方､思想，

を筒ぶが如く、大綱を失わずに行うことが大切で、慶大な

面識､複雑な鋤診に腰じ随虚適噛な力職を用い、林分の平

衡を失わ顎、生産力を増進する如くなすぺきであるが､一

面林木無常の原則、林木の迩臘性、林業の粗放性に徴して

末節にあまり鋤尼せず、遠if,將來を洞察し、眼前の利に走

らず、百年後の利を失わざるよう心がくぺきものである。

以上中村・田中雨先生の論説に鋤する批卿は多岐に亘り

中心を失った柵があるように思われるので、最後に中心黙

を要約すれば、田中先生は在来の間伐法による名人藝を主

張して譲られないが、在来法を再餓討し方法論的分析を行

えば、中村先生や錐者(高村式間伐法参照〕が指摘したよ

うな峡階を有するものである。然して中村先生の考え方は

筆者のそれに似た魔に出發しておるが、中村先生が本数間

伐を主張されるのに對し、筆者は林冠の疎開度を重龍ｻｰる

せる穣極的造林よりも蓄穣の減退を腿れる消極策に階り、

他方利用の面に於ては收入充喪狼化のための利用本位の査
行と睡り、この双方からの板挾みにより風の造林蔀業は發

達の機を得ずにおる寶備であって、虞の造林技術者による

眞の造林事業あらずして、日本林業の興隆は望まれ得ない

ものと考える。

林業というものは複雑経奇であるがため、田中先生も言

われたような標準地指導者という如きものも出で､否眞の

達人に非ざる生年可な形式主義の官僚が標準地指導者を作

り出したものと言うべきであろうか、間伐協議富なるもの

を催して標準地内での入念な間伐を行い織諭を岡わしてみ

ても、事業の愛行はこれとは又別了芽1用本位に行われると

いうのが國有林などの蜜箭であり、日本ではそれ力職局出

世の這なのであ,る。

然して並で考えねばならぬことは、最初に中村先生の提

出された疑問、即ち名人が入念に寸分の申分なく行った間

伐でなけれぽ優良なる林分にならず､森林の機能が著しく

障碍を受けるもの力如何かということである。少し適切を

峡くものかも知れぬが､以下に一の蟹を設けてみたい。

文章を綴るのに國女學者でなければ女法上完金無峡なも

のは作れない。現在此の諭読に引用した三人の先生方の文

章にしても，筆者のは申すに及ばず､漢字の用い方から假

名づかいまで含めて決して文法上完全ではない｡併し立派

にこれで通り大しﾊﾆ支障を來さないの象か、若し文法上完

全なものにしよ.うと力めれば、多くの時間をかけて却って

思想の表明は充分に行かぬことであろう。此の醤に似て、

粗放性を有つ林業の事業的間伐に於ても、日総使用する文

章に對し文法上の争論を爲すが如き、間伐協議曾的議論は

必要なしと達槻すべきものである。間伐脇艤曾に於て、此

の木を伐るべきだいやその隣だと甲論乙駁するのは、あた

かも文章の優劣を假名づ印いで批判せんとする如きものL

ようで恥る。田中先生の舗説中に、「‘"…一例を學げれば

大正13年頃妙義山國有林で雛者の撰定したスギ林の如き

は伐倒後これを見て唐k二瞥林署の蓮中に彌次られて訂正遁
加を重ねた爲め、自分乍ら之ほ大分弧過ぎたな、と思った

程で…･･･」と言われておるのがあるが、日木に於ける最僅

秀なる間伐技術者の一人として自他共に許す田中先生の選

定されたもめにして卸断り班あり、恐らく如何なる名人の

選木と雛も一鮎非の打ち虚無き完全無縦なものはあり得な

いし．また前述せる如く極めて複雑な條件に支配された一

樹一樹の逃走に殆んど一長一短が認められるもの故､優秀

な二人の技術者の選木が完全に一致しなくとも、いづれを

可いづれを不可となし得ないものである。但文學の素誰の

ない者が立派な文章が響けない如く、林躍の素養のない者

に立派な間伐ができないことは申すまでもない。然して斯

一〔

1＝

職に大なる差異が認められるのである。

~、
雲
,叉縦に

,更に林

お産業の

，、少く

り集録で

士利用、

|鐵防’
’'2､指導等

一自然

｜
分布、地

治山、防

水材の生

林達物剰｜
雛､林産｜
漣､地方I

一ー
一一一一~

日本林業技術協會
創立三十周年記念出版I9

鶴有林業總費
吾が國民有林業を一親して横迄分析し、叉縦に

は各都道府縣毎に詳述した總覧である。更に林
難と他産業との開運を取り上げて、地方産業の

自立經濟、綜合開發計識の進路ともなり，少く

とも民有林業に關しては椛威ある最大の集録で

ある。

〔内容］第1綱森林費源と民有林業〔剛士利用、
森林賓源、林野利用形態、造林、

防災､保安林、民有林の經誉、所

有形態、助成、治山‘防災､指導等

第2編各論〔各都道府縣毎に）一自然

現況、人同軸端、林野の分布駁地

方剃鐸の特殊性、鐙林、治山、防

災、保安林、經誉計識、木材の生

産需給、薪淡、特産物、林産物利
用形態、種苗、林道、保謹、林産

物の猿査､_他産業との關蓮、地方

9
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英
次

mの地下水を1時間に10トンづつ吸あげ可能である。A

で吸あげた水をCの貯水池に入れる。こ嘩壗水池は5'"×

5"‘×2.5畑のコンクリート溜で60 1､ソの水が貯えられる。

Cに貯えた水をBの押出ポンプ電2.1kgﾉum函の水腫を加

え、地下に埋設した鐡管謡瞳じて畑地へ詮る。つぎに撒水

部分は篤眞
篤眞I撒水部分

、の下が撒

水管で、畑

地内に10m

おきに1.5m

の商さに架

設され、水
′

を噴射しな

がら左右に

45度づつ回

漣するので、90度の扇状に撒水するもEがこの回韓機捌で

立上り管Dと撒水管Fの蓮結部にあり、回鍾動力蒸汽磯關

の原理を鵬用し、蒸汽の代りに水腰を利用したものであ

る｡撒水管の長さlil25mであり、水の噴射距離は約10瓶』
であるから、風の影湧を考慮に入れても、左右で16m位

の範園に撒水出来るので、1本の撒水管の撒水面積は25.',

X16'"=40m爵まで可能である。な瀧1膳間の撒水鐘は5mm

で、水滴の大きさ及び強さば、だいたい弱い霧雨程度であ

る｡

1． はしがき

まき付苗は毛きるだけ大きく育て鼠床替苗はできるだけ

弧く育てることを、從來から主張してきた私達には、スギ

まき付苗の潅水養成もまた、長い間のあこがれの的であっ

たが、なかなかその施設が容易でな､､ので、溌行出來ない

まま今日に至った。今度アメリカで魔く見聞して歸られた

東京徴*局の岡島製淋課長から御指導を受け、もっとも斬

新な潅水施設を高萩誉林署の上選苗畑に完成し、初めて潅

水震成を資行することが出來た。今年は小手調的な賓駿に

過ぎなかったが、その結果は予期以上の効果があった。す

礎鰯鴇躍蝋羅讓噌墓篁鰻棄
倍､全重に於て5倍という、常識では考えられ愈いような

大きな苗木になった。これがはたしてスギ苗木として、ど

れだけの個値があるかは、今後の研究に俟たなければなら

ないが、とりあえずこれを報告して魁今後の研究に對する

御激示を仰ぎたい。なお始維御權蕊を賜った新谷部墨岡

島課長、赤平技官及び多大の協力藩受けた大藤、石井、小

田の諸氏に衷心より謝意を表jFる。

2．潅水施設の概要

《
一
Ｊ

、

巳

上蕊苗畑の畑地綱面俄11.5haのうち2.3haには、ま

き付床用としてアメリカのスキンナー式の中空潅水識まね

たパイプ濯水装澄を施し、残りの9.2haには床替直撰の皐

害に備えてホ・ス潅水装撒を施した。

いまこの
篤腿I給水部分

譲蕊

《
「
毎
・
凶3， 潅水の方法

くつ雁潅水養成のために、床つくりや種まきにまでは特

別のやりかたはしなかったが、3月下旬巾1m長さ231n

のまき付床を0.5"'おきにつくり、1m聖堂り硫安409,過

蝿唆禰次3(Ig，硫酸加里11苔、堆肥9379を蕊肥として施

し、さらに4月上旬ウスプルンの1000倍液で二I無消毒を

行って、發莱効率27％の種子をlm魍鴬り15屑づつまき

侭けた。5月中旬の調査fこよれば,1m惣當りの發生本数は

平均1010本であった。なお6月初めに1m劉常り209の

硫安を鐙肥した。間引は7月上旬と9月上旬の2回に分け

宝行い、 1m2鴬りの生立木塗を苗木の生育欣態によって

603～300本浜整理した。

潅水施設も6月末までに恥どうやら使える･ように出來あ

／

<筆者）高荻替林署 ｡

－（20〕
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大橋・仲野：潅水によるスギまき付苗の養成について

がつたので、7，8月の旱天時期に向って折角出来あがった

施設を、できるだけ有効に使ってみたいと思ったが、さて

いよいよ使うとなると、潅水の方法について餘りにも知識

の乏し､､のに戸惑した。潅水の目的が降雨によって供給さ

れる水の不足分を補い，常に苗木の要求する水分を保持さ
せておくためのものであることは閲一雌わかる、そしてス

ギ苗木の要求水分が卿畑地の最大容水鐙の75％附近にあ
ることも、芝本教授(育苗研究會記鋒、昭26.3）の研究發

表によって知ったが、具侭的にどうすればよいのか、第一

ここの土壌の保水力さえ調べてないのだから、自信の持て

る案の立てようが瀞’,。田中、禧田雨氏（農業及園蕊23巻

6號､24絵6號､25鑑6銃）は陸請で＄田邊、伊郷雨氏（溌
業土木誘究16雀1～2號）は･甘熊で試激した濡深、いづれ

も潅水量の多いものが草丈、鑿数､收蛍ともに優れていた

ことを報告している。また鐵際にスギが土壌水分の多い谷

筋にめだってよい成長をし、降雨壁の多い地方によく生育

するところから､九州の猷肥地方の7,8月の月平均降雨獄

300mm話月鴬りスギ苗木の最適降雨蛍と一職想定して、

それに對する上選苗畑の實際の不足降雨鑓を潅水で補給す

ることに1,た。その方法として毎日300mm÷|30=10mm

を、間表1

潅水の効果ほ、降雨麓はもちろん天氣、氣澗、潟度等の
氣象の開係するところが大きいので篭隣接す-る．林業試験場

高萩試験地の氣象棚訓議料を借りて整理してみ､た。苗木の
成長に關係のあった4月から11月までの月別の氣澗、灘
度､雲量､降水避､天氣日数を示すと圃表2のようである。

脇表2上蕊苗畑の氣象（昭荊126年4月～11月）
一一■
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この脇表Gもわかる通り、今年は概して嘘くて雨Z多い年

であったが、R月とその前後だけは稀に見る畢天裁きであ

ったので、それだけ潅水効果力裁きかつたことも考えられ

あ。

11月末、溌剴〈の効果をみ為目的で勘床地面積23''0x1'i'

x26=598m2の苗木を堀起して、幹長別に小中大及び特大

の4ツに分けて、その得苗木数を調べた。その縞果は圏表
4にぷるように、小が90,050本、中が44,550本、大が

11.350本、特大が3,650本であった。それぞれの闘す鐙通
園は、小は79~16

図表3標準区の図解
cm，中は17～26
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に示すよう

に10mm以

上の降雨日

以外に潅水

したのであ

る。一應毎

朝10mmの

潅氷を考え

たのである

が、一度に：

図表1 潅水の記録図
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0m，大は27～36

c麺、勝犬は37～

46cmであって、

從来の蓑き付苗木

ならば、その大部

■■■■1 5 10 152025301 5 10 15 202531(月e)10mmは多
可、

過ぎること

をおそれ、朝夕2回に分けて5mmづつ潅水すること雁し

た。潅水の
富興X潅水の實況

燭兇は篇眞

賀のようで

ある。この

鴬眞を見て

もわかるよ

うに日覆は

全を施さな

かった。

〃〃〃

澗査区分がこの小の級に
入ってしまい通よ

説に入偽涯いで蕗:ろ5へし

に．標準区〃精密調査区”かし”小”極ﾘｰ
ｽってしまい通よ

ほど大きなものでなければ中の級に入らないで塗ろう。し

たがって大及総大の級は、1回乃至2回床替の山出蔽の幹

長に相富するほど大きなものである。この山出苗の幹長に

棚篭する大及び特大の苗木15,000本の今後の扱い方に對

しては、充分腱研究の必要があり、また興味ある間魑Gも

あるので、調査の焦識をここ.に移し、特に成長のよい叡分

に1m恩の標準斑をとり、圃表3のようにさら搾その中央

30cm図を精密調査腫として、そこに生立する苗木全部につ

、

4． 潅水の効果

－〈21〕－
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岡表4潅水養成苗の級別得苗本数 圃表5潅水養成苗の成績
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闘表6潅水義成の苗木と從來の苗木との比較
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き細かい調査を行った。以下これについて検討してみる。

標準鼠1m曹の得苗木戯は323本で、これを級別に分け
てみると、闘表4に示すように小が84本、中が164本、

火が63本、特大が12木で、その比率は小が26％、中が

51％、大力鉦9％、特大が4％である。富眞Ⅳほこの中から

各級の標準
篤眞Ⅳ潅水養成の苗木

苗を適鐡に

選んで、撮

ったもので

あるが、こ

のうちAは

小の標剥錨

で幹長13.0

cm,根元運‘

2.2II1m,全

"3.89も

ある劉合

に、蕊ぱえ

のしないの

は、大苗と 途一#噸－3蕊・圭一､協難蕊畠 瀧

比較するせいか、或は大苗の間に嘩されて育ったためか、
Bは大の樗謎錨で幹長33,0cm,3梗元煙4.8mm，全重25.89

もあって、地上部の形態はまき付苗と思われないほど、立

派たものである。Cは特大の標準苗で幹長42.0cm，梗元
冬 、

"6,1mm,全重44.49もあるが、やや徒長の徴候がみ･え
て好ましくない。Dは中の標敢苗で幹長22.5Cm，根元煙

3.4mm，全霞10.39あり、Bの大と共に無難な苗木であ

る。なおすべてにいえることは、枝数は申分ないのである

が、枝張に何となく物足りない感じがすることである。こ

れはこれだけ大きな苗木が1m2懲り3叩本以上も生立し

ていたため密に過ぎたせいかも知れない。以上はこの篤眞

の苗木についての批測であるが、調謙した苗木全部につい

ても、だいたいおなじことがいえる。それは糖密鯛査の結

果を寂撫めた､､岡表5及び6を詳細に検討してみればわ

かる。小看もzF均幹長12,7cm，Zi菖均全重3.6gあって、

一
Ｊ

從來のまき付苗の東京鋤氷局管内の苗畑の平均（東京林友

2巻1號）及び秋田誉林局管内の師mのzI昌均（育苗研究會

葡識昭26.3）よりもはるかに大きい。特大に至っては判s均

聯長41.48cm,平均全軍31.79で、東京翻求局管内の苗畑

のziz均と比べて、幹長に於て5倍近く、全重に於て20倍

以上である、枝數も小だも9本で、秋田管制褐管内の苗畑

のzIz均の2倍であり、特大に至っては17本で、4借以上

である。

さらに一層潅水の敷果をはっきりさせるために、おなじ

上墓苗畑で從来のように日覆をして義成した苗床力錫るの

で、濯水養成苗のzド均値と、日覆義成苗のZI鎗値とを比較‘

橡討してみる。間表6の通り全重に於て3倍以上、幹長に

於て2倍以上、幹露に於て4倍近く､枝数に於て2倍近く、

根元樫に於て1.5倍以上、根重に於て2倍以上も潅氷誰成

苗の方がまさっている。しかし瀧がら地上部の成墨蚤ど地

下部は發達しないので､地上部と地下部の重量比T/Bは

5.3で、日覆義成苗よりはるかに大きい。今後この熱に留

意してもつと地下部の發逹をはからなけれぼならない。地

下部の型は概して直根が太くて、所調牛毒根の形をとるの

が多い。茨た側根の数は決して少なくないのであ為が、大

きく砿がらない傾向が見受けられる。佃帳と直根の重赴比

IYEI*0.5であるが、これもいま少し大きくしたいもので

ある。枝張と幹長の比乃/sも1．0程度がほしいのである

が、0．8しかないのは、過密のたあと思う。このような大

幽に育てるには、1m2當り300本以上は無理であろう。

以上述べたところによって、スギまき付苗の成長を2～3

倍も増加させること瀧、決して假室的なものでなく、潅水

』
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大橋・仲野：潅水によるスギまき付苗の養成について
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大橋・仲野：潅水によるスギまき,付苗の謁茂について

誕成によって現蜜に可能であることを一懸賞證Lえたが、

苗ボとしての侭値について鮭、これを資際に床替をするな
，山出しをするなりしてみ雄ければわからないので、今後

に残された問題である。いまかりに従来の襯念から形質の

批劉をするならば、いろいろ不滿の職も少くないが、この

ﾛｿR､\'B/Sの平均値をもつと理想に近づけることは、調

査苗木の個玲について吟味した感じから、それほど難しい

もので厳いような氣がﾂｰる。いまなお参考のため苗木の形

鷺上重要な因子である全露・根重．根元裡．枝數をとりあ

げ､幹長と夫盈の相'淵表をつくって圃表7にかかげる。こ

れらの相關表について深く橡討することは省略するが、何

れも幹長と正の棚關關係のあるのが窺われること、各幹長

階の測定値が、平均値からのちらばりに相職の巾のあるこ

と、幹長階38cm以上すなわち特大苗に至ると、幹長との

棚關關係に拳だれが象たる、ことに枝數に於てそれがはっ

きり認められることなど、將來の研究に對していろいろの
示唆が含まれている。

'卿の胤誉を床替せずに山に出せるならば､僅か5銭7厘
の投資で、1回分の床替誰成費1圓乃至2圓を節約す-るこ

とになり、なおそのうえに床替に要する畑地が不要である

ことや、1ヶ年の義成期間力穂縮することにまで考えを擴

げ患ならば、潅水義成の經濟的敷果もまた想像以上に大き

いことになる。しかし實際には当面に於て金利、維持識、

修繕識を、反面に於て日覆經遡の節滅などを加減しなけれ
ば厳らなv,し､養成数量の多少によっても遮ってくるので、

この青騨のように簡単なものではないが、少なくとも、徒
に經劉ががかり過ぎて賓用にならない､というものでなく、
將来のスギ苗木養成事業を大きく躍進させるものと信ずる

一

鰯噸鴛繍藤蝋ら，魁系をうちたてた北大の館脇理幽聴士は､列島に大｜

′ のがしがたいものであり、大阪市立大學の吉良龍ぅ霞′

|謹灘購鵠調
| '掴･譲桝ﾊ蹴意灘駕篭〕｜
}一一＝ ＝～～～_～_～－－－__～～～一』

一
く

〆
】

、

・ 5．經費關係

よい苗木をやすく仕立てるということから、さらに潅水
誰成の經濟的効果についても検討してみなければならない

が､残念ながらまだ机上で識燭-る以外には資料を持たな
いb間表8はこの瀧水施設にかかった今までの經費全額で

I闘表8潅水施設關係の經識

ノ

Ｉ
Ｉ

』

～
～

－－

厘
一

寡r丙一
＝

鐸 ｜經蜜|關係面積
1

1蕊
ボーリング及び揚水ボン

幾kポンプ

貯水池

電氣工事

配管工鞭(鑑ﾝプｰ卿蝿)|謡98］

ノ

11．5”

〃・

〃

〃

〃

給水部分

一

癖まき付畑
撒水部分

床替畑

計 ’
i窒藍

'1，050,54
1,075,31

3,390,3281

あるが、そのうちまき付苗2.3haに脇係した經裁は、給水

部分の分嶽浬饗109,953円×2.3＝252,892圓と、撒水部分

の1,050,5製圓との合計1,303,436回であり、この施設の
耐用年敷を10年とすると､､1年の,僻即額は130,344図と

なる。いま毎年2.3h我の皇1塁分を休閑地とし、隔年毎に交互

に育苗に使うとすれば､癖使う床蝋聯は23'}'<
;=7,667m』である｡ﾕ"犠りの仕立本數を300本とすれ
ば130,344円-号“00x7,667〕＝0,057門､すなわち1本営り
瞳かに5鐘7厘の負振しかならない。もし潅水義成によっ

て2～3傭も成長の促遜ができて、2回の床替を1回で､．

－〔24〕－



1

～･垂ゴー一司一､…ハ〆＝箕毒気伐琴弓＝甦軍篭＝毒電電…毒琴温f密……誓鈩

画
香

ヂ苗へ夢

料植物とし-この

「リナロール樟｣につ
白
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東部リナロール境

東部繩樟脳
在来のくすと品種

從来林業上の遥林樹種として「くす」といえば緯臘や家
具材の原木との所洲本樟（油榔）をさしていたものである
が恥この樟は極く一部を除いてはすぎ、ひのきのように成・

林せしめることが出来なかった、その理由は種舞あらうけ
れども禅に適する立地條件が極限されていることL育苗乃
至識§にげ法が適切でなかったことに原因があり｡姶葺にお
ける大正12年以前の麹氷地は内地と同儀成績が不良であ
ったが大正12年以後の鋤I地は育苗方法が改善せられて

成績が極めて良くなった）一方その原木織格は生産費をつ
ぐなわぬ關係もあってこうした過去の艘験から鋤間原木と
して必要な境の増殖が盛に奨勵せられたにもか上わらず蔑
人向がせず局所的な造林が行われて来たに過ぎなかった。

以上のような種の外に種燕の成分のとれる樟があること
朧一般に知られて鈴る遡りで、くす及びくすのきだましの
品種を大阪工試の藤田氏によると次の通り分類されている
（1）くすのき（太樟､油樟)CinnamOmumCRmphora.

40

Sieb・

分布･…･･支那、日本、西部蕊簿、トソキン
（2）ほうし災う（芳臆、臭障、陰陽木) CinnamomUm

Camphora・Sieb. varlina]ooli"aFUjita.
分布･…･･臺漣（持に西部）支那の一部

（3）くすのきだまし、く･すのぎもどき、らうぐす、山鳥
樟、梯障Cinnamomumnomina1e.Hay.

分布･…･謡灘（特に東部及び南端鋼

．“〕らうくすほうしようCinnamomumnominale.Hny.
Var linaliaFUjita｡

分布･…･蕊灘（特に東部及び南端部）

叉愛媛大畢の脈田博士は各種のくう-のきから製油せられ
た成分の物理恒数より次の如く多種に分類している。

東部樟脳
ね

東部シネオール樟

東部サブ戸一ル麓

／ 東部セキステルピン樟

東部陰陽樟

2． くす増殖の沿革

化學工業の未だ發達しない時代に識､ては樟の持ってい
る糠臘叉は鋤闇汕が防虫劃となる頚から主として（1）の

本樟を利用して来たのであって､その後1880年英米雨國で
起ったセルロイド工業が1900年頃天然に在る樟を利用す
るだけでは到底需要を浦すことが出來ぬようになり増殖の

必要が生じて來にR物であるが､獣米國から鋤簡の産地種
ある東洋にその供給を求めた。常時は中園の交通の便利な
虚から出識して欧米の商社は蕊湾にその需要を集中するよ
うに睡つたが、その頃蕊麓は日本の領有するところとなり

日本は穂臘の保級を閥るため翻闇の生産阪寶を專賓にした
の潅その役絡は需要と共に増大した、そこで各國朧セルロ

イド工業の自給を岡るために合成樟臘の研究と樟謄代用品
の研究を進めると共に数10竿を要する材幹から操砿するよ
りも短年月で揮臘を生産出來る枝紫製樟脳法を採用した。

かくして樟は濁逸はアフリカアマニで、英國は印度、錫
謝島ﾏﾚｲ半島どﾙﾏに､伊太利は本土及びｻﾙデﾆｱ島
に、フランスはアルゼサア佛印等に、オラン〆は關印に、

来園はテキザ･ス、プロリ友、カリホルニア、フィリッピン

に、ツ蓮は黒海スカーム地方に、夫掌日本、支那、蕊麓か
ら種子を移入して植栽し（そこで日本は種子の移出を法律
で禁止した）植栽後敷年で枝葉から製臘しようとした。

これらの結果は葉に樟臘を含むものもおり含まぬものも
あり一定しない。その常時から樟の品種問題が諭義さｵ'て
いたようである。・

3． くすからの成分

くま及びくすのきだましから採取し得る成分ぱ単に鐵職
の象でなくその他に次のような貴重なものがある。

サプロール・シネオ篇-ル・セスキテレピン・セスキア
ルコール・謹簡・リナロール・オイケノール・カリオ

フイレン

太種から樟臓を製鎧する場合にその樟脳及び樟脳油の含

ー

I

叩

『

露1

〔錐者〕大阪掛林局照査課
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白井6香料植物としてのrリナ画一ル樹について
－－－

－

一

熟練を要す（これは右手の指で葉をもんで左の掌にのせ、
これを臭ぎ分ける）

芳樟は元来熱い地方で自生していたものであ為關係かそ

の開花結溌が年1回に止らず2回行われるものがあり、従
ってこの木の生長も亦旺盛であるしこの枝は淵ilく分岐し樹
冠が密に張る傾向を持っている、萠芽力は本樟より旺感で
ある。これらの班は制幹を利用せず枝葉の先端を（先端か

ら5～8寸位抑反って利用する〕利用するに極めて好都合
である。

しかし芳樟は他の糠と同綴次の綴な増殖上に倣熟があ
る｡．

即ち芳樟の母樹の種子を採取し、これをまいた場合に塞

濁東部の芳樟を録樹とした場合その發生した幼木の葉につ
いて厳田博士が2233本の蚕鵬Pを分折した結果､次のよう
な鐙臨性を報告してﾙ､る。

リナロールを含むもの 89．0%

セスキテレ,ピン〃 0．09

サブ戸一ル 〃 6．6、

シネオール 〃 0．67

種 臘 〃 3．67

の遥傷纒霧看あるといわれている、これはその母構が既に交

配していることを物識ものであると思われ､淵僻に近い
ものは何回かの'llt代の後品種を分離す-ることが出來ると思
われるが現在のところ母樹の性質がリナロールが陽性に現
われサプロールその他が陰性になっておるものではなから

うか、これらの所謂リナロール樟の性質をそのまL遺傳し
た苗本の墹殖を行うために無性繁殖（挿木、取木、接木、
分根等）をするのが最も早い方法である。

叉芳樟は比較的早く結蜜する傾向を持っており、挿木苗

で2年後に結賓したものもあるから増殖は比較的早く普及
することが出來よう。 ．

有量は原木個盈により差異のあることは一般に知られてい

る通りであるが、本樟以外の樟につい､ては夫凌の含有して

いる成分の多少が本樟以上に著しいようである、叉その分
布も日永の樺を除いては入り蹴れておるようである。

例えば中部中華湘江､江西、江蘇方面の樟について愛媛

大學淡田博士の鑑定によると次のように報告されてい為。

樟脳を含む樋 ’7本

シネオーノヒ ‘〃 ’ ’4"本
セスキテレピン〃 155*Q
サフロール 〃 2本

リウーロール 〃 22本

最近特に化學工業（香料化學）界で大き厳問題となって

取り上げられて来たものはこの中リナロールを含む樟であ
る。 〆

当

4” リナロールと．はどんな成分か

リナロール油はバラ、スミレ等の赫鋤香料〈各種の香
水及び石鹸その畑b粧品香料として使用される〕の調合に

“Aくことの出來ぬ成分であってその世界的な供給地は灘
海産の芳樟即ち俗にリナロー･ル樟と呼ばれておるもの.､,メ

キシコ産のリナロエ油及び佛領ギアナもブラジル産のポア

ドローズ汕等でその中でも蕊麓産の芳油ほ前記の樟から糠

脳油を取るのと同一の方法で採油（蒸溜）した高級芳抽の
リナロール(アルコール分として〕の含有量95％で、芳障

は中國の南支那方面と蕊懲に天然生としてあるが日本には

全然なかったものである。しかし世界的に供給量が少くそ

の上鑿溌が日本から離れて今日特にわが國化學工業界で重

要覗されるに至った、これが國丙で増産せられてわ力極の

需要を浦せぱ輸出として仕向け得諏係でその生産力謹製
されるに至ったものである。

ｊ
ゞ

Q

、一
‐、

5． リナロール樟の我が國の現状

この芳樟が幸に2600年紀念事業として内地に苗木力圦
りその1部が次の通りに生育するに至った（これを母樹と
して増殖せられた幼木は他に相常ある）

皇居前閥場 （東京）1本
高砂香料株式曾吐日高工場（和歌山〕'17本

篭山赫蔽 （〃） ．1本
韓脳試験場 （鹿兒島）38本
佐多管林署． （〃） ？

これらは現在胸高直騨‘5~8寸程庭に生育していふ

6．リナロール橇の特性

芳糠と内地の本職その他とは一見しては判明し難いが分

癖する以外の識別法としては香りによることが出来る勿論

7．滞來の經誉方法の見透L

前述の通りこの芳樟は葉を蒸溜してリナロール油を採取
するのiであるから樹型は今までの糠とは趣を異にしており
樹高を低く（湾樹林を除いては〕枝張りを腰くせしあるべ

き石從って相當極端な頭木作業を行うべきである、叉充分
に日光にあてることが望ましい。

芳樟の譜林地としてば南向の日鴬りよき理學的、化學的

性質の良い鋤がよく糠樹-般の特性として邇鴻肥沃な所
を選ぶ必要があり土壌が移動して堆穣したような所は特に
望ましい、叉氣淵が高く雨量の糖多い暖辮地方がよい。こ

の珊殖に常ってば從來の本樺の失敗を繰返さぬよう注意す
べきであらう。

葉は樹木の成長期にも網反することLなぉのでいかに生

－〔26〕－
、
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白井；香料植物としてのrリナロール種}について
－－

－－

が生じ易い木であ潟から挿穗、接掛接木の蕊木の切鐵面
には必ずワックスによる保護虚理が必要である。叉穂に若

枝を使用する場合はその穂漕壷ワックスによって保謹し蒸
發量を墜える必要があり、樹木の中ではくすのきは接木挿
木は困難のものに風するものであるからその他常維榔とし
ての特性に腱じて對臓することが必要である。

10．生育状態

現在のところ在来種より侭成鏡がよく專寅公赦の調査で
は3制位上長成長がよいといわれている。

n｡收支見込
日･本專賛公賦試騨場長森夫三郎氏の報告によると次のよ

うであるが、一般に成林状態と施鍋Iﾅﾐ況(湘把その他によ
り）は更に有利になると云われておる。

イ、收入。

］反歩1000本育成（嬢生の頭水作業とする）

鐡驚の霧総寵木蕊の霧"物管ﾗｰｰ‘
レモソグラス等は0.1％）

1反歩收鐘リブーロール10kg.q
1kgリナロールの,閲哨4y000圓、1反歩收入40,000圓

（毎年)､

ロ、支出。

枝鯛采取迩灘剛綱職2,000図

栽培費（肥料關津) 8,000回～10,000圓
合計10,000園内外

但し初年目に限り雷永代15,000圓､植付徴7,000圓を別
に要す。

ハ、損益。

反犠り30,000圓程度の收入となり1町歩300,000圓とな
る。

（尚精製釜1基を作るに要する原木林面談は絢1町歩で
あるとされており、農家の家庭工業としても可能である｡〕

12． むすび

以上の通り在來の樟とその趣を異にし地上部の幹を太ら
す必要なく単に葉を頻耐ればよいので遥林後2年目位か
ら充分に銅嘩詞能であり#縄をﾘｰれぱ1年目からでも出來
ないことはないから資本の回收力糎めて早く、農村の家庭
工薬としても可能である。

その土地は開墾地等も利用出來叉劉上學的瞬やよけれ
ば膳伐除地等でも栽培出来る。 ，

、一方化學方面では戦割fによって失った原木費源恢復に努
力しており、現在6,000本位の苗木を持って無り、その凡
てを探穗辰賊として苗木の増加に努めている。

青の旺盛なものでも永縦きのするわけはないのみならず再

生力を助長せしめ經誉の合理性を高ぬるため當然窒素性を

主とした施肥を考えなければならぬ、叉樟は桶の太い性質

をもっており且つ樟徽は幼時比較的切箇面の枯込の躯い樹
種であるうえに未だ完全に木化しない軟かな織俄のみを剪

定採取ﾂｰるの･竃あるからその切口は後述の保謹装置が必嬰

である。

8．増殖方法

母御制”ければ噛然種子により繁殖を悶るべきである
が、その他無性繁殖として挿木、取木、分根、接木等があ

り接木をI朧いては母樹の個性をそのまL爽代に現われるが

接木にあっては成分的の個性はそのまk遥傳するが、噺僧
期結蛮の熟期が早くなったり遅くなったり、（これは原種
的の生育旺盛な蕊木而かもその土地の氣候、風土に適した

品翫を凝木にするため）地上部全魁が成育旺盛になった
り、地上部と地下部のバランズが挿木その他の苗木と異な

ることは生じて來ろ。これは丁度、高級の富有柿を接木Fサー

るとき富有補の苗木を蕊木に用うるより山柿叉はあをそ柿
を用うる（何れも澁柿）方が收穫量も多いと同様に（この

木よりの收穫は後述）採葉林業或は頭木作業的な經誉によ

り地上部より頻繁に樹禮のしかも生長素の集中した先端を

銅陶-る作業(枝の先端を採取する場合に樹木の生活形態
を異にす-ろに應じた影響の差異については拙著称業技術叢

醤第5職『植物生理と接木の蜜際｣参照)であるだけに地
下部の生活力の旺感なものを用うる･とその鯛諜淋の需命も

長く､、收礎量も多く、經濟化出来ると恩われ今後大いに研
究を要ｻｰる問題である。

そして内地にある芳樟中にもリナロール油を多く含むも
のとリナロール以外の成分も含むものとがあり、その品磁

によいものと不良のものとがあるようで（製油せられたも
のL中5％以上の樟脳を含有する場合はその製挫は專喪法

の続削を受ける）純粋のリナロールのみを含むものが目下
嬰望されているので(製油する場捨リナロー'1樟に我プロ
ールその他のものが混ずるとその後の製輔工程に非常な手
數がかLる）今後純梓のものでしかも收率の高い優秀な賓
材のみによって造林しようと恩ふと膳然無性繁殖にエ為の
が安全である。（種子では交配する倶れがある〕

叉この事業内容より喪材林は成る可く交謹便利な所蘭窪
まれろ。

0

垂
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ロ

画＆
‐

9．管理、保護

この芳樟には他の樺と同様ムクケ虫の被害が少し出たも
のがあるようである。（枝の帝い虚に黒い斑の出る）

この木は前項に述べた如く若い部分を副徴したとき横込

一〔27〕一
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Ⅶ12.0-5.5＝(＋〕6.5（＋〕5.5÷2.3＝〔＋〕2.82
Ⅷ13.5-5.5=〔+〕8.0齢〕8.0÷2.3=(+)a48

此荏正規曲瀕薗移譲にあてはめると、次の数が得られぁ
入荷材の品質管理

が、これは全部算術2ド均5.5か‘らのその等級の限界の値迄g■ 吉二

菫 興國人絹バﾙプ會撤宮邊健次郎壽 の範|圏に風する度数に對する劉合であるから､それぞれ一
読 、 ' 窪

懇潔鰯鴎鍵鰯鰐を引いて，瀕複部分はじがき

バルブ工場に泌亡はパルプ製造上適切な原木の材經があ 正規曲線面溌表の数字

ろ。此は材種の大小のパルプ製品に及ぽ-ず髪響が大きいか I1 -1.52 ･…･･･…･……･ 0.43574
らであるが､其の中材極は大織過去の研究及鐵際製鐙した

：{二壷職緊要蝋場合の結果より緯合して4寸乃至6寸の範園とされ兵I銅5
寸とみられる｡而して此の工場の要求する材礎が果して貯 iV ･ 0.86…‘………･･･"0.30511木場にどの程度の割合で入荷してゐるかを知るに催、入荷

W 1．52………………0.43574材の材裡別全木敷測定も良いが､此は測定に繁雑であり勢 VI 2.17…．．……･…･･,0.48077力を要する｡故に其の測定法として標本調査法を應剛して 伽 2．82….．‘････…．．.．0．49760染ることにした。

“蚕繕皐 棚‘:§蝿蝋§6壷蛸駕皿遥難度
第 1 表 0.30511-0.08317=0.22193n "

蕊
乃至4．5寸）であることがわかる。然しⅦ

545÷1m÷5.5(樗沐の獅膨I曾均） （11寸乃至12寸）のものが少し入って,ゐるのは今後注意
へ/壷壺§工1両~二､/5溺孟二Z3C標本の標準偏差） して、此が除去に努力しなければならない事がわかる。

標本のziz均及標本の標準偏差よ．り各等級の刻象巾，の限界rr=一一一一~－､~~~~～‐r ＃雫麓憲欝" |の値と弊術乎均の差の梼錐偏差に對する倍数を詞算すると
L2.p-5.5I-)3.5 (-)3.5÷2.3=(_)1.52

･ I[ 3.5-5.5=(-)2.O (-)2.0÷2 3=(-)0.86
(B.級）

皿{:::三:::曼副：副:震蕊二副豊 Ⅲ､林業耀織筒蕊員の行う議耀について細せよI

11;:灘韓鱗鵜野Ⅳ7.5-5.5=〔＋〕2.0 （十〕2.0÷2.3＝<＋〕0.86 ．
'V9←0-5.5=(+)3.5. (+>3.5÷2.3=(･k>1.52
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木材E奈良文化｜
Ⅱ

-－（關西支部第2回總會特別講演） 一

松本楢重 |’
1－－

のとおり西紀607年とすれば（これには多分の疑問がある

が）私たち今みる法隆寺堂塔は、まさしく1350年前の建

築燈ある。これに使われた木材はアスナロであるが､樹齢

500年の木を伐採したもむとすると、このアスナロは、18

00年も前に日本の土の上に芽を吹いたものなのであ場。と

思えば、チョツと感撤はふかい。

日本古建築は吐寺においてこれを見るが、その材料はア

スツーロまたは桧に限っているようである。中lu以後、松や

杉が使われないとともないが、これらは假堂とか、經費上

の都合からやむなく使ったようであって、本絡的な建物ほ

ヒノキ系統である､これは後になって分つﾎﾆことであるが、

ヒノキ系統の材は、古くなればなるほど材質が繊密になる

そうで、はじめから、そうしたことを溌見してヒノキ系に

魅力を持ったものでもあるまい力鼠數ある材種中で、氣品

の紺でも質の黙で亀ヒノキ系に目をつけた先人に、日本人

の賓質が反映,しているように思われる。中1lk以後ケヤキが

一部嶋鋤謹築に用いられているが、これはそのモチーフが

違うようだからこ上では崩れない。

特別に大きい部材を用いたことで印象的なのは奈良東大

寺南大門であろう。この門は天竺儀式の代表的建築として

標式的なのだが、そんなことは樋く措くとしても、堂点18

本の大櫓柱力淋立する黙で、わが國木材史上に輝かしい存

在である。

治承4年12月z闇鞭の東大寺焼討後、再建に着手し、

正治元年（1199）6．月上棟したもの、建仁3年（1203）11

月ROR落慶似譲を行った。すなわち今から750年前の建

築である。磁測によると、この18本の糊ｵは最長63尺

2寸7分、最短62尺6寸、末口の直函授大2尺8寸2分

5厘、最小2尺5寸8分、元口の直煙最大3尺3寸3分5

厘、最小3尺1寸となっている、これら18本の總材識が

63,810才である。木材･に終始されている關係者各位は、こ

の戯字によって､南大門の木材鐘上における地位の高さは
すぐ御諒解願えることと思う。今日これだけの稔を18本揃

えることが、日本でできるであろうか。

いま一つ大量の木材による恩患として東大寺大佛殿の建

築について述べてみよう。現在の大'I殿は天ZF!時代創建以

後2度の全焼を鯉験して3度目の再建であり、創始のころ

29〕－

人間生活における太陽光線の地位は極めて高いのにも拘

らず、zf§素われらはそれほどにも思っていない。これと同
じように日本人の生活における木材の地位も、平素はそれ
ほどに思わぬけれども、考えてみれば大したことである。

殊に日本上侭文化（この場合奈良文化といってもよい）に
おいては、木材が全く日本人の生活感精のなかに溶けこん

‘透いたのである。

木材と日本人の縛殊な關蓮は、日本が豊富な木材賛源を
擁していることにも深い原因があろう。「大和は國のまほ
ろば、.ただなずく青垣山こもれる大和し美し」という古事
記々敵の歌は態大和の國原の美をたたえたものであるが、
脊垣山こもる鐙という表現は､明かに､蝋かな森林美甚醗想
してのことである。四周の山力識溌した禿山であっては、

,この織り表現は生れなかったはずである。
原始の穴居生活から、はじ過て地土生活に移ったわれら

の先瓶は、この謝弗の木を伐って掘立小屋を造った。滴や
土でも地I烏生活の家憾造れるはずなのに、われらの先覗は

木遥家屋を案出した。今日まで日本家屋が木遥であること

の精脚は､しかく遠く根郷､のである｡古､慨詞にいう｢宮
柱太敷建て」の精耐1Iである。

木材がなぜ日本人の生活感備に喰入ったかについては、

目のあ,たりにする蝋富な材料というほかに、木材の持つ清
楚感解、日本人固有の感情なり趣味に透した鮎もあげねば
なるまい。欽明天皇の即位13年冬10月（西紀552)は

じ鋤てわが國に佛像が移入されたのであるが、日本人が公

式に初見したぞの佛像職金銅像だったのにも拘らず、その

翌年催やくも日本で麓つた最初の佛像の材料力韓であった

ことは大いに注目してよいであろう。日本上代女化におけ

る木材の地位を、この－蕊だけでも示唆するところ深いと

思われる。

そこ遥､便宜上以下奈良文化史上の遺品について､木材
の地位とこれを受入れた日木人噂態旋を見てみることとす
る。

瀧隆寺の中門廻廊、金堂、玉頑塔が、枇界最古の木造建
造物であることは周知の事磁である。法隆寺の草創を通読
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樫本：木材と奈良文化
一

カツラ、サクラ、キリ、マツ》などが混る。．

日本彫刻力泳彫をもって特微とすることについては、ひ

と通り簡単に日本上代彫刻史を説かねばならなくなるが、

この場合、それは鴬面の問題ではない。しかし、いわゆる

貞観時代一一都が奈良から山城へ移った頃以降の百戯十年

間に、俄然勃興した「木彫時代｣の本質だけは、検討せね

ばならぬ。貞淑時代の誠すなわち奈良に都があったころ

（天平時代）の佛像彫刻は卿銅、粘土、乾漆､それに木材、

あるいは遺例は少いが石材などと多糠であったものが、奈

良大佛の鋳造によって銅を使いつくしてしまい、漆は高償

だし粘土はこわれや寸一い、その上、製作手法も厄介だとな

ると、彫刻家は、しぜん材料入手のラクな木材を取上げる

よりほかはない。この需給上の制約とともに、木材を使っ

て象れぱゑるほど、殊に桧の如き良材となると、鋭利な日

本の彫刻刀を揮うには好個の對象であるばかりでなく、刀

の斬れ味から來る魅力、浦楚簡潔な木目、出來上りの浦純
.さ、これすべて日本人的性情に適することばかりである。

ここにおいて、日本の彫刻家は、「木材こそわれら日本人

最適の彫刻素材だ」ということを發見し、かくして遥顯さ

れた木彫佛もまた、澱拝する日本人の深い信仰を受けたの

である。所詮、日本人は木彫と離れられぬ性情を持つこ

と、あたかも日本人がｳl鎧謹中に住むことに宿命的な近

親感を持つと同じ種ある。日本人の生活感傭と木材とを切

離することができ麹所以でもあろうし､この生活感情に溶
けこんだ木材への近親感が、日本上‘代文化､遺存する奈良

:交化へ貢献したこと甚大といわねばならない。

工懸の分野における奈良文化と木材のl淵係を見るために

は、正倉院御物中から工蕊品をぬき出し.ご通狐ずるのが便
利であるが、正倉院文化、ひいては東洋文化（それには多
分に11堺性を含ん歪いる)の中における木材の地蹴を考え
ることは、あまりに話が庇きにすぎ、許された時間内にお

いて到底よくするところでない。そこで棚正倉院御肋工蕊
品に使われた木材の材種に

桧､杉､樟､桐､雛､朴､鯨､桑､柿､槻､黄楊木狐、
梧桐、榧、梓、柳、および外國種として紫檀、蕊樋､白樋、
沈香、犠棚勘

など門外の多種多穰を網羅していることだけを御被露し
て、轆雑准話を総りたいと思う。

のプランに比し3分の1を減じているとはいえ、なおかつ

1雌界最大の木遥建造物である。元職9年(1696）3月25

日刺木引き始め、7月25日大工始めを行い、同10年奈
良奉行から春日山の奥雛の松の木300本の寄進があり、
同年4月25日立柱式をあげた。ところが､長さ13間除、
末口の狸3尺5寸の用材2本を大虹梁用としてぜひ必要と

なって来たがなかなか良蛾現つからない｡漸く日向の園
白鳥山で高さ各18丈の松力罐見され、數蕊の人夫を使っ

て5ケ月を要して海遜まで搬出し、海上300里を兵庫まで

17日間に運び、以後大阪傳法の川口へ、そし曾て淀へ、木津

へと川つたいに遡上させ、こ上から奈良へと陸錘したこと

が記録に残っていろ。これだけでも大佛殿遥醤のいかに大
事業だったかを知ることができよう。かくて賓永2年（17

05）閏4月10日めでたく上棟式をあげ、同6年（1709）

3月21日から,4月8日まで嘘大磯落慶式を醤んだのが今
見る大佛殿である。

桁行7間､梁間7間、重屑屋根4注遥本瓦葺、東西の長

さ18丈8尺4寸､南北の長さ16丈6尺9寸､満さ15丈

5尺8寸、建坪871坪8合7勺、柱の数60ボ 、

というのが現状で、材料入手の困難から、機材も相常熾使

っているとはいえ、この建物の總石数がおそらく戦前の奈

良の民家‘一寓総戸に用いられている材職とほ唾匹敵するだ

ろうといわれるほどの大建築を、日本林地中から産象出し

たのである。全く木材の悪みは大きい。

話頭を彫刻の方面に向けて象よう。日本で造られた最初

の佛像力轤を材料としたことはすでに述べ稗縦いて用明
天皇の§11位2年〔587）には聖徳太子が白膠木の木をもって

四天王像を造り、これをみずからの頂髪のなかに寵L,て、

物部守屋の討伐に職1つたこ･とを日本書紀に記職している。

「1割膠和というのは、今日のヌルデであるかどうか、ヌ

ルデが果して彫刻に適す･るかどうか、にとい、それが頂髪

中に置く小彫刻であるにしても疑わしいことであるが、い

ずれにせよ木彫像であったことは確かである。

今日に遣存ｻｰろ彫刻では、木彫が蹴然多く、木彫佛像こ

そ日本の特色といってよいであろう。日本儲初の佛職が木

彫だったことと思L令せて興味はきわめて深い。

さ･て、その媛初の木像力韓であったこと、飛鳥時代（7

11t泥ごろ）の背彫像で有名な法隆寺の夢殿本愈､百濟観菅、
中宮寺如意輪観普などが、いずれも樟材であることから考

えて､日本上代彫刻はき蓄揮材から出發した｡これは秘香
の筒貴なことが、大陸の樋像をある程度反映させたい底意

のように思われるが､樟がやがて槍材へと移ってゆく傾向

は糠よりも槍の方が周骸ﾘに適することと、材料の挫富な黙

に影響されたのであろう。そして､現存する日本木彫は、

その大部分が幟であり、他にケヤキ、ブナ、マキ、タブ、
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米國林業技術者協爾は米國林業の確立に指導的役劉を果してきた。今では多数の大商事衡献の經蟹清達が、天

． 然資源の保全､植林叉は森林經誉の磁地等について政府と州の指導に從って鋤いている。

HenryClepper SeientifficMonthlyより

米國で森林の保全運動が起ったのは19．11k紀の最後の4 注意深く集あられたこの若い人持の一閥からやがて林業

半1世紀のことである。此の運動は大多数の國民が森林は無 の専門分晦に多数の指導者が詮b出されていった。

謙蔵だと思い込んでいた時代に國民の持つ森林に對一ﾘｰる政 1930年11月30日のこと7人の若い技術者が専門部曾

府の保謹を要求した公益精刷'に富んだ少数の市民達の一蝋 を作るにいにピンコツト氏の事務室に集まり、そこで米國
によって始められたのである。 林業技術識泓曾が紅職された。12月には8人の曾員がつ蜜

1871年のことであるが、米大陸中央部の西部を占めるウ いて加入している。第27代大統領である皿.ルーズペル

イスコンシン州の大森林地帯に所謂ペシユチゴの大山火惑 卜氏の如き蓑源保全について卓越している人物は鐵友に鑿

力誕つた。之は米國の歴史でも最も悲惨な事件であって、 ばれることになっている。現在の質員数は6700人である。

1100人以上の人が死に125蕊エーカー（51蕊町歩）の認ホ ． 1918年に多くは州立瞬交であるが20の學校で4年制度

が焼失されたのである。1872年にはネブラスカのJ. スタ の林厚錨至が開講された｡林學についての全辮塁を激へる
一リング、モールトシ氏が公共幽魁が聴樹の儀式を提唱す 學校はエール大學丈けであった。今日林學識座を有する大

る植樹祭の制定を提案し、連邦議會は森林踏成法を成立さ 學は22校になっている。各大學の教授課目は育林、山火
せた。思慮に富ん麓人盈は米國の天然誕源力糠々の取扱 事、害虫、病害に對する森剃採護、森林經誉、森林經濟及

をうけつつあることを匿い観鮎から心配して蝿､たのであ び森林利用の5つの主嘆課程を以て必須課目としている。

ろ｡1376年に議曾は林業に關する調査と報告を行うための 少くとも4轍の大學がマスター赫號を得るための大學院
統計調査についての熟練と知識を證明された人物の指定を 教授を行っている。叉上嘩的新らしいことであるが、エー

承認した。5年後にはこの法律の成果として農務省内に山 ・ルとデユークの雨大學ではドク玖一、オブ、フオレストリ

林部が設置された。これが現在も農務街の一部局となって イの胤職を得るための識座を開設している。

いる山林局の發端である。 1900年に初めてフオレネ1､リイ’の秘鋤が出来て以来今日

19世紀の末期に到るまで今日知られているような制柔と までに略ぽ17,500のバチエラーと39000のマス玄一の跡

いう職業は存在していなかった。1900年にエール大學の林 號力媛與されている。

業學校とミネソタ大學の林學科が初め･て林學の講義を正諜 初期の林科大學學生は､森林に生えている鮴の生長や
として開識された;この雨着は西半球で活動Lている最も 、 保育に對する林木の適腰性に關する知識の縦除に苦じん

古し赫業教育機捌である。 ・ だ｡一群の商業樹種について識上げ‘られだ蹴洲における知
2011蝿に入った鴬時の米國でば林業技術者の数は少数で 識遼倣百種にも及ぶ商業樹種を擁しているので全嫌役に立

あった，この中に獄洲で教育諾うけたギフオード、ビンゴ ′ た左い米國において應用してきたのである。

ツト。ヘンリイS.グレープの雨氏と數名のドイツ人林業 1905年佃.ルーズペルト大統領は内務省が管理している

技術者及びそれ以外の2,3人がいた。後者の丙で最も目立 森林を農務省に移管する法律に塔名したがそれ以來閣有森

つた人はベルンハルドE・ブエルノウ及びCA.シエソクの 林の經管が政府の森林官によって管理されることLなった

2人である。 1908年には政府内に組織的な林業試鹸場設立冒躍が鋒

ピンコツト氏は1898年に山林部長に鋼壬したが、営時 され、1915年には山林局に試騨課額設置された。林業試瞼

の彼の部下は林業技術者2人と9人のるの他の職員丈けで は最初の林科大學の創立直後から行はれている。若干の州
●

あった』林業部は學生の中から補助の技術者を募集した。 は試験の溌行や試験地の設臓或いは聴殊の林業月淵剛･の入
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CIID :創立15周年を迦へた米國林業技術者協曾

手の仕事を引受けている。

1928年に制定された法律によって各種林業試験計賛腱對

する山林局の雛督馳が承認された蝿その中には森林と原

野を對象とする一速め試験場の設麓や林産物に關する研究

の鋤b及ひ唾國的森林資源調査が含まれていた｡現在國立
の8地方林業試験場と100の支場と研究場がおかれている

樹病に關する研究は動箙勤像疫所が森林害虫の防除に注

目すべき業綴をあげてはい鵜が、現在食品工業、土簸及び
、

農業土木局に』もって推進されている。

ニューヨークは苗圃の經誉と遥林の礎行について最先に

關;心をもった公共燈の一である。ペンシルバニヤ．ニユー

ュ､ソプシヤー、マイン、ニユージヤシー鯵オハイオ、ウィ

スコンシン耐 ミシガン、ミネソタ、カリコオルニアの諸州

では森林經醤案が作られ、オレゴン、テキサス、ワシント

ンの3州では、林産物利用と木材工學に關する州の試験計

識を有しそいる。

米國には政府が保護、經誉にあたっている國有林が1.S

億エーカー（7348萬町歩）存在している。この森林は全國

森林の秀の蓄溌を有し、經濟林面積の'/6を占めるととも

に、西部淀は水餐源のほかに牧草の供給や、リクリエーシ

ョン地腫或いは野生動物の棲家としての原孵等多大の．側値

を有する蓑源の殆んど至部を包含している。

40の州とアラスカとプエルトリコに分布している全米顔

有林は1891年譲曾が大統領に對して保全森林の設溌を認

めて形成されて来たものである。これらは各種用途を總合

しで最大の使用偶値のある如く喬I鐙された多目的用役形式

によって經醤されている。例へぱ伐木方式は水流の安定や

風漿等の保存野鰍の保護或は放牧の使等を考慮して決定さ

れるのである。國有林經管のもう一つの特質は生産保識を

目的とした森林經誉方式であるがこの方式は各照位地鼠ご

とに林木伐採蛍を生産量を限度として決定して森林蓄積を

保綾させよクとするものである。毎年國有林奄伐採される
約40億EmIの木材によって全國製材原木の10％強のほ

か溌俄坑木枕木パルプ材等の林産物が供給されている。
國有林の經濟的爾要性に閲して注目すべき要職はおそら

鱗蕊躍蓋蕊鶚撰
一シヨン、その他各種の效剛に開する闘有林の貢献も經濟
酌に蔵要なものがある。

内務資の土地管理局はアラスカを除いて、國有地として
3J00蕊エーカー(1,224蔑町歩）の森林を管理している。
更に同じく内務省に闇する國有森林として、これ以外に
1,6(,0蕊エーカー〔653蔑町歩'のインデアンブオーレス1、

と700萬エーカー《286萬町歩〉の國立公園内の銅*があ
あ。これらの穎淋は』嶬を目的として維持されるのではな
くて、各種の林木と林型の保存を目的とするもの‘である。

各州力琳地を取得し始めたのは1911上紀の絡りの20年

以来のことである。現在州有林の面穂は1600萬エーカー
〔653萬町歩〕に達している。大抵の州の林業部門有練達1.

た森林官によって購督されている。州有林の存在意義のう

ちで最も重要な目的の一は山火難の消防と消火である。

多くの州は私有林における鎧林經誉選木の仕事に對して

援助を輿えている。他の形態に馬する公有林として地方公
共艘町學麗郡その他の公共鯉艘が所有する林地がある。こ
の激は約3100あるが大部分が流鋤§詮を主眼としている。

山林局の推計によれば米國の私有林所有者は凡そ狸5萬
人で鍵500蔦エーカー(l.4億町歩〕の林地を所有している
とのことである。

珍灘篦蹴鴬麓麓鯉鱸鱗雛
ある。これに對して幾用林は保護樹糀を維持すること}『主
って土籔度蝕の幽上や土地の保全或いは自家用木材需要の
充足を第一の目的としているといえるであらう。ところが
經濟行爲として蜜行されている林業は一つの事業であって
他のあらゆる産業の經誉と伺溌に儲や損失に鋭敏である。

原始林が製富にあって木材憤絡が比較的安い間は産業家
による林業經醤は經濟的になり立たぬものと考へられてい

た。ところが原始林が減少して木材の生産量がかなり大き
く値上《)して来たのにつれて林業の收釜性が好郷して来た

土地と工場に對して互額の投蚕をしている紙パルプ工業
は林業經醤に蒲手した最初の企業に風するものである。他
の曾就も自分の森林を持ち始めている。

農用林の良好な經誉から得られる經濟的利侭は甑に50年
も以前か自力説されているにも拘らず､農用林の所有者を
援助する政策が碓定したのは1924年のことであった。そ

れ以後5年間で31の州で農民を對象とした森林官による
指導普及計謹が資施されることになった。

土地保全局の土地保全瞳では、林地の經螢に開する諸問
題について渋民が林業専門家の協力を求めることが出来
る。各種企業によって經瞥されている苗畑設置計鍛は多く
の州において所有地に木を植えようとする人燕に援助を與
へる上に大きく貢献している。

米國林業按術者協會の説明によればも現在約4000人の

林業技術者が曾祗や個人森林所有者その他の民間幽髄で働
いているとのことである。

錘に15周年を迎えた米國林業技術者協曾は米國科學振

興曾の協力を得ている。協會の機關紙として毎月發刊され

ているジャーナル・オブ・ブオレストリイは11t界で屈指の
定期刊行林業誌となっている。米國林業技術渚協曾が存在
していなかったならば米國の林業は決じて今日の如き状態
になり得なかったであらう。専門教育の華準の確立、適切

な林業調査計喪への支持、叉は林業鋤臓者やその他の人が
問題黙を討議するための討論雷の主催或いは技術刊行物の
溌刊、林業技術者訓練のための倫理観の樹立、實地の林業
技術に開する報告の手段としての科學荊講の發行によって
林業獅傭者協曾は、米風林業に|淵する學問と礎地と模範的
基準の振興助長という協曾の目標に對して常にがっちりと
坂組んで進んで來たのである。

この文章は米國科韓辰興曾によって米國で發行されてい

る雛威ある科肇雛誌た鴇ScientificMonthlyに掲載され
た，筆者は米國林業技術者協會の儲務理事で、ジヤーナル
オプ・ブオレストリイの刊行寅任者である。

〔識者横瀬誠之〕
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水することを碓めた。叉吸水の速さの麹b曲線につい､亡考

察した。

6．大隅半島の暖帯林植生(鈴木時夫）

・大隅半島の暖幣林（主として海抜760m以下）の森林植

生を成す顔ブー未ソバカナワラピ、ス〆シイータイミンタ

チパナ、イスーシキミの3群集を詳査し、叉併せて内之浦

海岸”世に於ける植生の推移を調査報告したもので筋る。
￥

7．澗葉樹材パルプ化に脇する基礎的研究〔第7報)－－

ブナパルプ中の微細部分がヴイスコースの品質艇及ぼ

す影響（右田仲彦・細･畷雄･お川淑郎）

プナパルプの箭別議料を作り、各試料の分析及び繊維素

菰合度の測定・染色試験・膨潤及び緋解試職・グイスコー

スの調製及び品質試驍を渡施した成績を記す。

8．穣唐木材に關する研究（平井信二）

錐者及び共同研究者が戦時中海軍航室郷侭廠で笈施した

試鹸賓料を取り纏め公刊したもので、籏層木材･の概念及び

醗往の研究の概要･猿屑木材製進法の概要･績侭木材の材
’質試験方法'･穣層木材用樹種に關する研究・積府木材用接

蒲謝に開する研究･穣暦木獄の箪板の組合せに開する研究
・長大磯暦木材の研究・特殊虚理軍板を用いた稜暦木材の

研究の8項に豆り約100頁を識している。

9． 高周波による木材･加工に閲する研究（山本孝〕

高周波による木材加工に開する研究は著者の從來の研究
の主幹である。本報女は木材の高周波鋳性・木材加工渡験
用高周波謹生装置.木材の接着･木材乾燥の4章から成っ
ている。

尚謹末には東京大學農學部淡智林報告の第31號より第
40號に至る内容総目次が和英雨文で添えられてある。

国職
新孑'l
翠付

「東京大學豊學郡演習林報告」第四十一説

昭和26年12月劇

､B5判・紙催･XI+228．岡115．m版3

〔頒壷一日本林業技術協曾一定値300圓・邊料40圓）

東京大學農墜陪蹴智林報告の第39銃・第40甑に就いて

は既に本誌第111鍬・第119號に謂汗l紹介された。同節41
號には次の9編の報交力蛾せられている＠以下その題名と

鐵単な内容紹介とを試みる。

ユ．北海道演習林に於ける献洲トウヒ麹氷地土壌

の研究（朝日正美）

東京大學北海道演習林には40年を超える欧洲”上の
麹ﾎ地力湘當面積に達していて、他地域の識林地に於ける

と同溌に立地條件の差異によってその成育に著しい優劣が

認められるので、同演習林丙に6ケ所の試騨世を設けて土

壌の理化學的諸性質を調べ成育と關聯ある土雛學的事項の

究明を行った。

2． 卜.ドマッ・エゾマツの分布南限の生態學的解明

（加藤亮助）

吉良龍夫氏が積算淵度の考へ方を簡淵こした唆さの指数
まさの指数を用いて日本の森林幣腫分の研究に新生面を拓

いたが、北海道南部に於ける温帯と亜塞幣との境界につい

ては説明に困難があった。よって筆者は東京大騨上海遁演

９
０

１
１

(諸熊泰三〕
トドマツ・エゾマツ･アカエゾマツの葉の鯵習林に於ける

遥侭の周年鍵化の模様から推して、oocで起算した同上の
指数を計算し北海道南部におけ･るトドマツ・エゾマツの分
布南限との關聯を指摘した。

3． 鋲マザキツヅラフジの三要素恢除榮誰液による水耕

試験（川名明）

塊根にセプァランチン其他のアルカ戸イドを含むタマザ

キツヅラフジの水耕に鴬って、三要素力魂根收鉦に、叉總

アルカロイド收量に如何なる影幾を輿えるかを調べた9

4． クスの水耕培蕊に於ける迩氣の影響（第1報）一一

クスの根腐れ病予防効果（芝本武夫・川名明）

クスの水耕培養に営って一種の嫌氣性菌による根腐れが

惹き起されるので、その予防策として水耕液に酸素を補給

する手段を調査した。

5．水がク戸マツのたれに入る場所と速さ（郷正士〕

クロマツの種子を材料とし同種子が､吸ﾖkする場合に特
に特定の個所から行はれるものでなく、種子の全面から吸

松川理事長の稗居
一一一一～

Wll理事長は今度下記へ移郷されました

東京都杉並匡大宮前1丁目11番地

昭和27年2月5日印刷 頒慣40圓
昭和27年2月10日發行 （裟料共）

林 業技術 第120蕊

（改題第27錨・發行部数11,300部）
編集雲行人松 原 茂
印刷人水野義男
印刷所三立印刷株式會斌
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賦團法人日本林業技術協會
東京都千代田瞳六番町7番地
電話 、振替東京60448番

發行所
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TheRmgyoG輔鵡u(ForestTechnics)No．120
PUblishedby

NipponRingyoGijitsuKyokai (JapanForestTechnicaIAssociation)

總會開催通知

下記の通り本會第五回通常總會を開催致乙ますから會

員多數御出席下さい

祇團法人日本林業技術協會

記

昭和27年3月27日(木)午後1時～2時30分

東京都千代田画六番町番町小學校（本會前）

1．昭和25年度業務報告並に收支決算報告

2．昭和27年度事業方針並に收支豫算に關する件

3．役員改選の件

1．日 時

2．場 所

3．主要目的
葡
・
・
’
第
一
二
○
號

一一一一～一一一ｰ一一一一一一一一一一一〆一一一一一一一一一一一一

30周年記念式典
森林記念館落成披露式

（
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
二
十
七
葱

下記の通り翠行致しますから會員多数御出席下さる様

御案内申上ます

斌團法人日本林業技術協會

記

昭和27年3月27日.（木）午後2に）午後21．日 時

2．場所

時30分～4時30分

番町小學綾（本會前）
頒
債
四
十
圓
（
逢
料
き

東京都千代田唾六番町

一一一画一一諺一一一一一．一戸 =～＝－－-一一ー一一一一一一一

（おことわり）

會場の都合で日時の,鍵更を見ました。御諒承願叢す。
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